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　毎朝欠かさず見ているテレビの星座占い。今日のおとめ座の運勢は、十一位だった。十二位じゃないだけマシだったけれど、最後から二番目でガッカリ。

　しかもラッキーパーソンは、日焼けした男性だって……。

　まだ夏でもないのに、日焼けした男性なんて、なかなかいないよ……と肩を落としつつ、目の前の鏡に映るすっぴんの自分の顔をじっと眺めた。

　よし！　気合い入れてメイクしよう。

　今日は待ちに待った、コンパの日。コンパと言っても、普通のコンパじゃなくて、最近流行の街コンというもの。

　地域活性化を目的に開催される、参加人数の多いお食事会。いろいろな人が参加していて、恋人のいない男女に出会いを提供してくれる。

　数うちゃ当たる、じゃないけれど、参加人数が多いと出会いも増えるもんね、がんばらないと。

　私、矢吹やぶき美知みち、二十三歳は、ただいま絶賛彼氏募集中。

　普段はＯＬをしていて、半導体を取り扱う中小企業の受付兼事務。ちなみに、若い社員は私だけ。

　男性ばかりの職場だけど、既婚者のおじさま方しかいない。周りの友達は彼氏持ちばっかりだし、会社と家との往復ばかりで出会いが皆無。

　このままじゃ恋愛どころじゃない！　恋をする前に、恋をする相手がいない、出会いがないっ！　ということで、今回思い切って街コンに参加することにした。

　ふわふわのパフでファンデーションを乗せて、頬にはほんのりピンクのチーク。目はぱっちり見えるようにアイラインをひいて、くるんとカールさせたまつげには、マスカラをたっぷり塗る。

　そして唇には淡いピンクのグロスを塗って完成。それからセミロングの髪はゆるくカールさせて、エアリー感を出す！

　これが雑誌のモテ女子特集を見て、研究に研究を重ねた結果よ！

　戦闘モードに変身した私は、鏡の前でにっこりと微笑んだ。

　いける、今日の私、なんだかいけそうな気がする！

　まったく根拠のない自信を持って、今日のために買っておいたワンピースに着替えて、軽い足取りで会場へと向かった。






　今日の会場は、オシャレなカフェ。ビュッフェスタイルで美味しいご飯も食べられるみたいだし、デザートも飲み物も取り放題。

　ああ、だめだめ。今日は出会いを求めて行くんだから、食事に気をとられている場合じゃない。

　指定された会場に入ると、すでに大勢の男女がカフェの中で待機していた。

　うわぁ……、たくさんの人。この中に、私の運命のひとはいるのかな？

　入り口で受付を済ませて、胸をときめかせながら、カフェの中に入っていく。受付で渡された番号の席についてソワソワしていると、向かい側に男性が遅れてやってきた。

　斜め前の男性、ちょっとタイプかも！　ああ、ドキドキしてきた。

　街コンがスタートし、司会者の男性がシステムを説明し始める。テーブルには男女が向かい合って座っているのだけど、何分か話をすると、男性が席を移動してローテーションするようになっていて、参加している人とくまなく話せるように工夫されているらしい。

　こういうのはあまり慣れていないけれど、コミュニケーションをとらないと次のステップに繋がらないよね、と積極的に話そうと意気込んでいたのだけれど……。










「では、皆様、お疲れさまでした～」

　司会者の男性が締めの言葉を言い終わり、街コンはお開きとなってしまった。

　ちょっといいなと思っていた男性は、私の隣に座っていた綺麗な巨乳の女性を気に入り、私にアプローチをかけてくれたらしき男性には気が付くことなく……あまりにも鈍感なものだから、気が付いたときには他の女性の方へ行ってしまった。

　うそでしょ……。こんなに気合いを入れてきたというのに、何も収穫なしだなんて。

　がっくりと肩を落としてため息をこぼした。

　今日よかったことといえば、私の大好物であるジェノベーゼのパスタがとても美味しかったことと、苺のタルトがあったことだけ。

　ああ、そんな食事のことを喜んでいる場合ではない。

　会社と自宅を往復するだけの退屈な日々から一転させて、ドキドキしたり、ハラハラしたり、ヤキモキしたりするような、恋する乙女に変身させてくれるような男性を探しているというのに！

　ふらふらとした足取りでカフェを出ると、目の前には、この街コンで意気投合したとみられる男女グループがいたり、電話番号を交換している二人がいたりして、その光景を見るたびにダメージを受ける。

　……はぁ、コンビニに寄って、大人しく帰ろう……。

　一人でどこかのバーでも入ってヤケ酒でもしたい気分だったけれど、そんな行きつけのバーなんてないし、こんな傷心状態で今から一人で開拓する勇気もない。

　今日も一人、コンビニで缶ビールとおつまみを買って、夜中まで飲み明かそう。明日も休みだ！　残念ながら、予定はないっ！

　駅のホームに到着すると、ちょうどタイミングよく電車が来たので待たずに乗れた。

　それから最寄り駅に到着すると、駅前にあるコンビニに入って、何本かビールを手に取り、ちょっと奮発して少し高めのチーズとスナック菓子をいくつか買った。

「……ったく、なんで出会いがないんだろ、もう……」

　高校時代は彼氏がいたこともあった。けれどプラトニックな関係だったし、キスを数回した程度だった。

　その彼氏にはすぐにフラれちゃったし、そのあと私の友達と付き合われて、幸せそうな姿を散々見せつけられた。

　はぁ、昔のことを思い出していたら、今日の収穫がなかったことと合わせてダメージが募っていく。

　ああ、もう、いいや。飲んじゃおう。

　駅からゆっくりと歩きながら、缶ビールを手に取り、プルトップに指をかけた。

　プシッと爽快な開栓音をたてて、立ち止まりごくごくと飲んでいく。

「ぷはーーっ！」

　誰もいない歩道で、モヤモヤしていた気持ちを押しだすように息を吐いた。

　ああ、どこかに素敵な男性いないかな。カッコよくて、優しくて、頼りがいがあって、そうだな……ちょっぴりワイルド系な感じの人。それから、ほどよく筋肉があって、私のこと軽々とお姫様抱っこなんてしてくれて……キスが上手で、エッチも……。

　すーごく私のことを好きで、普段はしっかりしているのに、ちょっと甘えん坊な一面もあったりして……そのギャップにドキドキして……みたいなっ!!

　そんな架空の男性の妄想に、胸を躍らせながら歩いていると、マンションの近くの公園に差し掛かった。

　……あぁ、桜がきれい。

　まだ少し肌寒いけれど、公園の真ん中にある桜は満開で、風が吹くとひらひらと花びらが舞う。外灯が照らしだすその光景は幻想的で、思わず見入ってしまった。

　外灯の近くにあるベンチに座って、ビールを飲もうと考えた私は、ゆっくりと桜の木に近づいていく。

「わわっ……！」

　すると桜の木の近くに人影があって、驚いて足を止めた。

　そこにいたのは、長身の男性だった。彼は日本人とは思えないような目鼻立ちのはっきりした端正な顔立ちで瞳はサファイアのように青く透き通っている。

　そして肌は褐色で、艶のあるシルバーの髪が光に照らされて、輝いているように見えた。洋服は高貴な王子さまが着ているようなジャケットを肩にかけており、中は胸元がはだけたような黒いシャツを着ていて、小説やゲームの中から出てきたような現実離れした美男子がそこにいた。

「……お前、そこで何をしている？」

「へえっ!?」

　その秀麗な男性に声をかけられ、思わず変な声を出してしまった。

　いや、何をしているって……。ただ通りかかっただけなんですけど。っていうか、あなたの方がこのご時世に不釣り合いな格好をされていて怪しいんだけど……。

　かけられた言葉をそっくりそのままお返ししたい気分だった。

「いえ……ちょっと通りかかっただけです。桜がキレイだなーって」

「サクラ……？　なんだ、それは」

「ええ？」

　何、この人。こんなに流暢に日本語を話しているけれど、外国人さんなのかな？　いや、まぁそうだよね。顔立ちが日本人じゃないもんな。

「桜は、あなたが立っているすぐ傍にある木のことです。その薄ピンクの花びらがキレイでしょ？　この時期しか咲かない花で、すぐに散ってしまうの。日本ではお花見って言って、お酒を飲みながら桜を見たりするんですよ」

「オサケ……？」

「お酒も知らないんですか？」

「なんだ、俺が無知だと言いたいのか？」

「い、いえ……」

　私の言葉にひっかかったようで、彼は私の方へ近づいてきた。

　わわ、近くで見ると、すごい迫力。吸い込まれそうな宝石みたいな瞳に見つめられて、バランスよく並べられた美しい顔立ちが眩しい。そして何よりスタイルもいいし、はだけた胸元には隆々とした筋肉が見えた。

「こ、これがお酒です。いろいろな種類があるんですけど、これはビールといって……」

「貸せ」

「ああっ」

　私の飲みかけのビールを奪いとり、くんくんと嗅いだあと、なんのためらいもなくごくごくと飲んでいく。

　へええっ。それ、間接キス――！

　お兄さん、いいの!?　よく知りもしない相手とそんなことしちゃって……。

　彼のバランスのいい唇を眺めて、私は見つめたまま呆然と立ち尽くす。

「これは……ヴァルージュじゃないか。けれど、安っぽい味だ。俺の国のものは、もっと濃厚でフルーティな味わいだ」

「ヴァルージュ……？　はぁ……」

「お前、ヴァルージュを知らないのか」

　彼の話から推測すると、きっとビールのことを指しているのだろう。彼はふふん、と私を見下ろした。

「お前は、地球人か？」

「ええ？」

　もう何がなんだかわからない。日本人か？　と聞かれるならまだしも、地球人って。規模が大きすぎません？

　っていうか、その枠組みで言ったら、お兄さんだって地球人でしょうよ。

　私、まだビール一缶も空けていないけれど、今日の街コンのダメージを受けすぎて、耳がおかしくなっちゃったのかな？

「何を驚いている、そうなんだろう？」

「……ええ、まぁ、ざっくり言ったらそうなんでしょうけど」

「名前はなんという？」

「やぶ……いや、美知です」

「ミチ」

「はい……」

　フルネームで言いそうになったけれど、こんな怪しい男性にフルネームを教えてはいけない、と苗字は伏せておくことにした。

「俺は、ジェリエン・ディック。ジェリーでいい。イデアエル星からやってきた」

「は？」

　……イデアエルセイ。はて……？　一応学校で世界史や地理も習ったし、ある程度の外国の名前は知っているはずだけど、そんな国名聞いたことない。

　うーん、うーん。この人、イケメンだけど、虚言癖のある人なのかな。変な格好しているし……。しまった、変な人に掴まってしまったのかもしれない。

「いいか、よく聞け。俺はテレポートしてここまで来たのだが、テレポートするためのリングが先程壊れてしまった。迎えがくるまでの間、お前の家に住ませてもらう」

　いやいやいやいや！　ムリムリ！　おかしなことを言い出したぞ。

　テレポート？　そんなの、人間ができるわけないでしょっ！　ＳＦ映画とかファンタジーの世界じゃないんだから。

　やっぱりこの人おかしい！　中二病に罹患してるんだ、絶対。

「私、帰ります、さよなら」

「ちょっと待て！」

　思いきり早足で歩いているのに、負けずとジェリーなる変人も一緒についてくる。

　わああ、怖いよ、怖いよ！

「美知、何が気に入らない？　どうしたんだ？」

「私のことは気にしないでください、どうか忘れて」

「ああ、そうか。イデアエル星から来たということが信じられないということなんだな？　地球人には、まだ他の星に行くという習慣がないと聞いた。だから信じられないんだな、そうだろう？」

「イアデアルかイデアエルかは知りませんけど、そんな国知りませんし！　このまま付いてくるなら警察呼びますよ」

「ケーサツ……？」

　堂々巡りの質問に泣きそうになる。

　やーん、もう今日は本当に最悪な日だ。星座占い十一位だったけど、これって最下位レベルだよね!?

　街コンでは素敵な男性に出会えず、ただ通りかかっただけなのに見知らぬ変人さんに声をかけられて、付きまとわれるなんて――！

　もう私のライフはゼロよ、もうこれ以上ダメージくらわさないでーっ。

「美知、信じてくれ。俺は嘘などついていない」

「そんなの、信じられませんよ。本当にもう付きまとわないでください」

　そう冷たく言い放つと、ジェリーは足を止めて付きまとうのを止めてくれたようだった。

　振り向かず行こう。このまま家に帰ろう……。

　そう思うのに、いきなり付いてこなくなってしまった彼のことを気にしてしまう自分がいて。後ろ髪引かれる思いで前に進むけれど、やっぱり気になる。

　ちょっと言いすぎたかな……？

　私も立ち止まって振り返って彼の方を見ると、少し離れた場所から私のことを見つめていた。

　あぁ、情けない。なんだか可哀相な気がしてしまう自分……ということで、彼のもとに戻ってしまった……あああ。

「あの……本当のことを言ってもらえませんか？」

「本当の、こと……？」

「だってあなたの話は信じられない。からかわれているとしか思えないよ」

　本当はどこから来たのか、一体何者なのか。ちゃんと話してくれたら信じてあげてもいいと思った。……男前だし。

「俺は美知からすれば、宇宙人……もしくは異星人というものだ。地球に興味を持って来たんだけど、帰れなくなった。困っている」

「う、宇宙人って言ったら、なんていうの、グレイだっけ？　なんか目が大きくて、丸くて……みたいな。ワレワレハ……みたいなやつじゃん！　あなたみたいなイケメンじゃないでしょ。ちょっと待って、今、調べるから」

　携帯を取り出し、急いで宇宙人を検索する。すると私の想像通りの画像が出てきたので、ジェリーの方に向けて見せた。

「ああ、これな。うちの星の隣の奴らだ。俺の星は美知たち地球人に近い容姿なんだ。星によって環境が違うからそれに対応するために容姿は異なる。俺の肌がこんな風に褐色なのも、地球よりほんの少しだけ太陽に近いからなんだ。地球人は俺の星に来たらすぐに死んでしまう。体が温度に対応できないようになっているからな」

　んな……。そんな話をまぁ、スラスラと……。あらかじめ設定を綿密にたてていたのか、詳しくスムーズに話されて、言い返せなくなる。

「……何か、証拠はあるの？　宇宙人っていう」

「そうだな……人の心を読むという能力がある。お前しか知り得ないことを想像してみろ。それを当ててやる」

「え……？」

　私しか知り得ないこと……？　えっと、そうだなぁ……。

「今日のブラとパンツは勝負下着で、フリフリのピンクのレース。しかもフロントホックのブラで、もしかしたら今日何かあるかも！　なんて期待していた……とか。ああ、でもまさかこんなことわかるわけないよね」

　げげげっ！　今私が思ったことを、そっくりそのまま口に出したジェリーに驚いて腰を抜かしそうになった。

　うそでしょ!?　なんで、なんでわかったの？

「だから、そういうパワーがあるんだって。でも美知が読まれてもいいって思っていないと、読めないようになってる」

「すごい……あとは？」

「近場だったらテレポートできる。美知の部屋までテレポートしてみるか？」

　先程まであんなに疑っていたというのに、急に真実味が出てきた。ジェリーの言うことは、あながち嘘じゃない？

　テレポートができたら、本当に宇宙から来た人なのかもって思える。

「美知、手を繋いでみろ。それから、お前の部屋を想像してみるんだ。そうすれば、その場所へ行ける」

「う、うん……」

　私とジェリーは向かい合って両手を繋いで、言われた通り私の部屋を想像してみた。ここから少し行った先のマンションの五階。

「目を閉じて」

「うん」

　頭の中で自分の部屋の映像を浮かべてみる。

「目を開けて」

　ジェリーの声を聞いて、ゆっくりと目を開く。

　すると見慣れた私の部屋の中にジェリーと共に立っていた。

「うそ……うそでしょ!?」

「俺は嘘をつかない。いい加減信じろ」

「ええええーーっ」

　さっきまで公園の近くにいたのよ？　それなのにまばたきした瞬間、マンションに帰ってきていた。

　こんなのって、信じられない……！

　でも頬をつねってみてもちゃんと痛いし、手を繋いでいるジェリーの手も温かいし、夢じゃない。

　まさか、これって……本気で宇宙人と出会っちゃった？

「どうだ？　信じたか？」

「え、ええ……うん、まだ、よくわかってないけど」

「まぁ、いい。一緒にいれば、いずれ信じることになる。それよりも、フロントホックのブラってなんだ？　一体何を期待していたっていうんだ？」

「ふえっ!?」

　さっき私の心を読んだジェリーは、そんなことを質問してくる。

　なんで、そこにひっかかるかなぁ。ジェリーは知らなくていいの！

「いいの！　そんなことは知らなくて！」

「へえ……？　地球人は謎が多いな。興味深い」

　それよりも土足のまま私の部屋の中を歩き回らないでよ。急いでジェリーの靴を脱がせた。

　はぁ……。テレポートでここに来てしまったせいで、私の部屋の中に褐色イケメンがいるという緊急事態。まさか男性を家に上げるなんて思ってもみなかった。

　いつも過ごしているワンルームの部屋に、長身のジェリーがいることが不思議でまだ信じられない。

「とにかく、早急にイデアエル星に交信するから、ちょっと待ってろ」

「うん……」

　部屋の真ん中にあるテーブルの上に、先程買ったビールとおつまみを並べていると、ジェリーは耳についている小さなルビーのようなピアスをぽちっと押してみせた。

　すると空間の中に映像が映り、砂嵐のような画面が浮かび上がった。

「なにこれ……すごい」

「地球で言う携帯電話のようなものだな。これで通信ができるようになっている」

「へえ……」

　その様子を見ている間に、私は新しいビールを開栓して飲み始めた。

　すると画面上に不鮮明ではあるが褐色の肌に黒の長髪の男性が映り、ジェリーのことを確認すると慌てだした。

『殿下！　捜していたのですよ。今どこにいらっしゃるのですか！』

　殿下？　ってことは王子？　この人が……？　え、そうなの!?　あ、でも確かに服装はそれっぽいかも。

　映像の男性とジェリーを交互に見ながら驚く。

「ああ、悪い。今地球にいる」

『えええ！　どうして勝手に……。地球は宇宙人に対しての耐性もない星ですし、危険が多いと言ったでしょう。地球人は宇宙に行くという概念も情報も我々に比べれば非常に乏しい。それにテレポーリングがなければ帰ってこられなくなるんですよ！　危険すぎます』

　へえ……。そうなんだ。

　ジェリーと同じように褐色の肌をして凛とした顔立ちの男性は、ジェリーのことをとても心配しているようで、気が気でない様子だ。私はその様子をのほほんとビール片手に傍観していた。

　それにしても、ジェリーの話していた内容は、本当だったんだ。

「それが……テレポーリングが壊れてしまってな。帰れなくなった」

『うそでしょう……』

「本当だ。悪いが、迎えを頼む」

　顔面蒼白、といった表情を浮かべる男性は、頭を抱えてしまった。

『こちらからお迎えにあがるとしても、最低でも二週間以上はかかってしまいます』

「大丈夫だ、美知の家にいるから」

「えっ！」

　急にジェリーに肩を抱かれ、画面に私も映ってしまった。

『そちらは……地球の女性ですか？』

「そうだ。先程出会ったんだ」

『失礼なことをお伺いしますが、そのお方は殿下に危害を加えたりしませんか？』

「問題ない。美知はそんな女ではない」

　さっき出会ったばかりなのに、よくそんなこと断言できたわね、とツッコミを入れつつ、へへ……と愛想笑いを浮かべた。

『美知……さま。はじめまして、私はイデアエル星の第一王子ジェリエン様の側近であるリズ・フェルサートと申します。この度は殿下がご迷惑をおかけして申し訳ございません』

「あ、いえ……」

　申し訳なさそうにしているリズさんに軽く頭を下げた。

「リズ。俺は迷惑なんてかけていない」

　いやいや、十分かけてるよ……。

　私とリズさんは無言でジェリーを見つめて、心の中で同時にツッコミを入れた。

『え、っと……。美知さま、大変申し訳ないのですが、こちらからお迎えに上がるまで、しばらくの間、殿下のことをよろしくお願いいたします』

「は、はい……」

『では、殿下。こちらはすぐに出発の準備に取り掛かります。くれぐれも危険な真似はしないでくださいね』

「わかってる。そんなに急がなくても大丈夫だ、地球のことをじっくり勉強する機会だ。楽しむことにするよ」

『もう……！　殿下……っ、お願いしますよ。あと、それから……』

　リズさんがとても心配していることなどまったく気にしていない様子のジェリーは、まだ話の途中なのにもかかわらず、通信を切ってしまった。

「ああ……っ。切っちゃって大丈夫なの？　リズさん、まだ話していたのに」

「大丈夫だ。無事だということは伝えておいたからな」

　通信を終えたジェリーもテーブルの上のビールを手に取った。しかし開け方がわからないようで、私の持っていた飲みかけのビールを奪い取る。

「もう……。それにしても、リズさんたちはテレポートしてこないんだね。テレポートだったら一瞬で来られるんじゃないの？」

「ああ。イデアエル星の者がテレポートできるのは、近距離だけだ。あまりにも遠い距離となるとテレポートする力を増強させるリングが必要になる。しかし、テレポーリングは俺が信頼していた研究者に頼んで作ってもらった特注品なんだ。その研究者も亡くなってしまったから、同じものはもう作れない。宇宙船で来るとなると、それなりに時間がかかる。地球まで結構距離があるからな」

　イデアエル星と地球がどれくらい離れているかなんて、数値で教えてもらってもピンとこない。

　そもそも地球から月に行くという話でさえ、ニュースで聞いていても遠い世界の話みたいなのに。

「というわけだから、美知、これからよろしく」

「よろしく……」

　リズさんにお願いされてしまった以上、ジェリーを追い出すわけにはいかなくなってしまった。

　出会いが欲しいと思っていたけれど、こんなよくわからない出会いが欲しいわけじゃなかったのになぁ。

　でも……イケメンだし、目の保養にはなりそうだけど……。

　あ、でも。今日のラッキーパーソンは、日焼けした男性だった。もしかしてジェリーのことだったのかな。ってことは、これから何かいいことが起こるのかもしれない。

――なんて、胸を躍らせながら、ジェリーと一緒に缶ビールで乾杯した。

「それにしても……ちょっと遊びにきたつもりが、まさか地球に滞在することになるとはな。人生、何が起きるかわからないな」

　ははっと笑うジェリー。リズさんがあんなに心配していたというのに、まったく気にしてないみたい。困った王子さまなんだろうな……。

　リズさんに同情しながら、チーズを一口かじった。

「美知、これがお前のベッドか？」

「うん、そうだよ」

　ジェリーはビールを飲み干すと、部屋の中を歩きだして奥にあるベッドを指さした。

「こんな狭いベッドに二人で寝るのか。……まぁ仕方ない、いいだろう」

「よくない、よくない！　なんで今日出会ったばかりのよくわからないあなたと一緒に寝ないといけないのよ！　百歩譲って泊めてあげるとしても、一緒に寝るなんて絶対嫌だからね。ソファで寝てよ」

「バカなことを言うな。イデアエル星第一王子のこの俺をソファで寝させるなど、無礼にも程がある。お前、処刑されたいのか？」

　だからってそんなことを言われても困る！　私が来てってお願いして部屋に連れ込んだわけじゃないんだから。

「いいか、俺がこの部屋に泊まってやるんだ。ありがたいと思え」

「なんでそんな上からなのよ」

「美知、シャワーはどこだ？」

「私の話、聞いてないでしょ……」

　マイペースなジェリーに振り回されながら、言われる通りにバスルームへ案内することに。

　もう、本当に困った。けど、ジェリーがカッコいいからって従ってしまう自分も悲しい……。

「はい、ここだよ。使い方わかる？」

「わかるわけがないだろう。それに、俺はいつも侍女に洗ってもらっている。美知、お前が俺の体を洗うんだ」

「へえええっ。何言ってんの、無理に決まってるでしょ？」

「俺は今すぐ風呂に入りたいんだ。早くしろ」

　だめだと言っているのに、ジェリーは私の前で服を脱ぎ始めた。

　豪快に脱いでいく彼から目を逸らすのに、でもちょっと興味のある私はチラっと横目で見てしまう。

　男らしく筋肉のある締まった身体。さっきからチラチラ見えていた隆々とした胸筋、しっかり割れた腹筋を見ていると、急に胸がうるさいほど鳴り出した。

「ほら、早く」

「こら、前は隠して！」

　ボトムを脱いだジェリーに急いでタオルを渡して、かろうじて下半身は見ずに済んだ。……けど、後ろを向いたジェリーのお尻はきゅっと締まった美しいラインで――。

　その美しいヒップラインを見てしまったせいで、恥ずかしさのあまりぶわっと汗がふきだした。

「何をそんな顔を真っ赤にしているんだ？　裸になるなど、息をするのと同じくらい自然なことだ。それなのに、いちいち反応して……。よくわからない女だな」

「いい？　地球人は、あまり裸を見せ合ったりしないの！　外で絶対裸になっちゃだめだからね。警察に捕まるんだから」

「またケーサツか。一体ケーサツとやらは、何なんだ？」

　ああ、もう、また話が噛みあわない。けど、とにかく脱いじゃってるし、お風呂に入ってもらうしかない。こんな姿で部屋の中をうろつかれても目のやり場に困る！

「じゃあ、中に入って」

「最初からそうすればいいものを……」

　ああ言えばこう言うみたいな彼を無視して、バスルームに押し込んだ。

「美知は脱がないのか？　服を着たままだと濡れるぞ」

「いいの、地球人は肌を晒す習慣がないから」

「ほう……」

　ストッキングは脱いだものの、ワンピースのままの私は、ジェリーの背後に回ってシャワーを出し始めた。

「へえ、シャワーの仕組みはイデアエル星と似ているな」

「そうなんだ……」

　お湯の温度を手で調節して、良い具合になったのでジェリーの背中にかけてあげると、彼は急に大きな声を上げた。

「つめたっ!!　おい、美知！　冷たいぞ」

「きゃあっ……」

　急に暴れ出したジェリーの腕にぶつかって、手元からシャワーが落ちてしまい、ジェリーの下半身を隠していたタオルがひらりと舞う。

　それと同時に、上に噴射するシャワーのせいで私のワンピースもずぶ濡れ。

「何の嫌がらせだ！　これでは病にかかってしまうだろう！」

「ええ、うそ。適温だよ！　それよりも、こっち向かないで、見えちゃうから！」

「ああ？」

　向かい合うような体勢になってしまい、なるべく下を見ないようにするけれど、完全に裸になってしまったジェリーが目の前にいると思うだけで心臓が止まりそう。

「もう少し温度を上げろ。冷たい」

「わかったから、後ろ向いて……お願い」

　もう一度後ろを向いてくれたことを確認すると、シャワーの温度を上げた。

「……どうやら地球人とは体感温度が違うようだ。さっきも言ったように、イデアエル星は地球よりも太陽に近く、温度の高い星だから、地球人よりも熱に対して鈍感なのかもしれない」

「う、うん……そうだね」

　だいぶ熱いと思われるお湯をかけてあげると、ジェリーは気持ちよさそうに息を吐いた。

「スポンジにボディソープをつけたから、これで洗って」

「洗う？　俺が？」

「そうよ。だって私ジェリーの侍女じゃないもん。前だって見れないし……それぐらい自分でできるでしょ？」

「お前はつくづくワガママだな」

「……そっちがね」

　そんなやり取りをしながら、ジェリーは体を洗い、洗髪を済ませた。

　はぁ、この目の前のぷりっとしたお尻……。見ちゃいけないって思うのに、どうしても見てしまう自分が悲しい。

　うう……、さすが彼氏いない歴が長いだけある。

「恥ずかしがる割に、男の裸には興味があるんだな」

「ええっ」

　驚きのあまり、思わず声が裏返ってしまった。

「な、なななな……何を言ってるの」

「さっきから心の声がダダ漏れだぞ。大丈夫か」

「もう！　読まないでよ、サイテー」

　ジェリーの背中をポカポカと叩くと、急に振り返ったジェリーは、私の手を握り締めた。

「いいぞ、触っても。俺は裸を見られても触れられても恥ずかしくない」

「よくない、私が恥ずかしい……っ。こっち見ないで！」

「でも、興味があるんだろう？」

「う……」

　そうだけど、そうだけど！

　今までそういう経験がないせいで、いろいろな情報だけたくさん取り入れて耳年増になっちゃってる。

　けど、やっぱりそういうことは、恋人とするものだし、いくらジェリーがいいって言ったからって、「はい、じゃあそうですか、遠慮なく！」なんて言えない。

「くるくるといろんなことを考えていて面白いな。美知、かわいいぞ」

「な……な……っ」

　また心を読まれていることを恥ずかしいと思うのに、かわいいと言われて胸をときめかせて何も言えなくなる。

　男性からかわいいなんて言われたの、いつぶりだろう？

　会社のおじさんたちからは、たまに言われるけれど、それはカウントには入らないし……。

「ほら、触れ」

「や……っ」

　シャワーの熱を帯びた肌の上に手を置かれる。

　たくましい腕、それから胸板の筋肉は硬くてガッチリしていて、腰はきゅっと締まっている。お腹の割れた筋肉もすごい……。こんなのだめ……心臓が壊れてしまいそう。

　少し顔を上げると、濡れ髪で色気を増したジェリーが私をじっと見つめている。その青い瞳に見つめられると、腰が砕けてそのまま倒れてしまいそうになる。

　こんなの……刺激が強すぎるよーっ！

「これからしばらく世話になる礼に、毎日俺の裸を触らせてやろう」

「い、いいっ。そんなの、だめ！」

「遠慮するな。男の裸に興味があるんだろう」

　ぶんぶんと首を振って拒否するけれど、ジェリーは悪戯な笑みを浮かべて、私の頭を撫でた。

「お前はうぶでかわいいな。気に入った」

「気に……入っ……？」

「これから楽しくなりそうだ」

　ジェリーはそう言って濡れた私の頬に手を添えて、顔を近づけてくる。

　青くて吸い込まれそうな瞳に見つめられて、痺れて動けなくなる。そして彼の瞼がゆっくりと閉じられて、どんどん顔が近づく。

　ええ、うそ。まさか――。

　もしかして、もしかして、と思っている間に、ジェリーの柔らかい唇が私の唇と重なった。

「ん、んん！」

　熱湯の蒸気と、彼に抱き寄せられて触れ合っている肌の熱さで、クラクラとして思考回路が停止した。

　久しぶりのキス。……っていうか、キスってこんなのだったっけ？

　目を閉じる余裕もないほど、驚いて固まってしまう。

　触れ合っているだけなのに、とろとろに溶かされて、このままどうにかなってしまいそうなほど甘い……。

「じゃあ、美知。ベッドで待ってる」

「ふえ……」

　意味深な言葉を残して、ジェリーは私から離れるとバスルームを後にした。

　その場に残された私は、床にペタンと座り込む。

「な、なんなの、あの宇宙人は……」

　腰が砕けて動けない。同居初日から刺激が強すぎて困る！

　私、一体、どうなっちゃうんだろう……。
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　濡れてしまったついでに、そのまま入浴し、部屋に戻ると裸のままベッドに横たわるジェリーがいて、あまりにも神々しい姿に眩暈がした。

「なっ、なんで裸なの！」

「着るものがない。この家に俺のサイズに合う服はあるのか？」

「そんなの、あるわけないでしょ」

　取り乱して怒っておきながら、じゃあ裸でいるしかないのか……と、納得してしまった。

　ああ、お布団の中に隠れているから下半身は見えていないけれど、でも絶対そこにはアレが潜んでいるはずで……。

「美知、こちらに来い」

「来い、じゃないよ。だめ、一緒に寝ないから」

「じゃあお前はどこで寝るんだ？」

「…………ソファ？」

　うう……。なんで私がソファになるの。

　でもジェリーにソファに行ってもらうとなると、裸のまま飛び出してきそうで怖いし……ああ、もう。どうすればいいんだろう。

「一緒に寝るだけだろう、そんなに嫌がることはない」

「寝るって……あのねぇ」

　男女が同じベッドで寝るっていうことは、エッチしちゃうってことも可能性としてはゼロではない。

　さっきキスをされてしまったわけだし……。このエロ宇宙人は、その先をしようと企んでいるかもしれない。

　そもそもそういう経験はないし、そこまで詳しくはないけれど、やっぱりそういうことも起こりうる状況だと警戒する。

「エッチとは、なんだ？」

「ちょっ……！　勝手に頭の中を読まないで」

「悪い……。でもその単語だけふと読めたんだ。エッチってなんだ？」

「え、っと……セ、セックスのこと」

「セックス……？」

　ああ、そうか。ビールの名前が違ったことと同じで、性行為のことも名前が違うのかな……。

　どう伝えたらいいのかわからず、私は本棚の中に隠していた女性ファッション誌の「彼と試したいセックス特集」というものを取り出した。

　これならイラスト図解があってわかりやすいはず。キスや愛撫、それから体位のことなど事細かに書いてある。

「これのこと」

　こんな本を持っているのか！　とからかわれたらどうしようかと思ったけれど、伝える術が見当たらないから仕方ない。

　笑われてしまうのではないかとハラハラしながら、彼の様子をうかがっていた。

　雑誌を手に取ったジェリーは、特集ページをめくりながら、真剣に目を走らせる。けれどどれを見ても初めて見たようなリアクションで、理解をしていなかった。

「美知、これはイデアエル星にはない習慣だ。興味深い。この本をしばらく借りていてもいいか？」

「え、あ……うん。いいけど……」

　なんだろ。肩透かしをくらった気分。キスはあんなに積極的に迫ってきたのに、エッチは知らないんだ。

　いや、別に何かあることを期待していたわけじゃないし、しようって言われたら困るんだけど、知らないって言われたらそれはそれで残念な気分。

　私ってば、何を考えているんだろう……。

「まぁ、とにかく地球人の男女はこういう行為をするんだな。でも安心しろ、俺にはそういう習慣がないし、何もしないから安心だ。さ、隣に来い」

「――う、うん……」

　エッチしないからって、密着して寝るのもどうかと思うけれど、ソファで寝て風邪をひいてしまっても困るし……。

　絶対に手を出されないのであれば、一緒に寝てもいいかな。

　明日には男性用の服を買ってきて、ジェリーはソファで寝てもらえばいいわけだし。

「じゃあ、失礼します」

　私の家で、私のベッドなのに、こんなに恐縮しながら布団に入るなんて……なんだかよくわからない状況に少し笑えてくる。

　小さい枕だから、二人の頭を乗せたら頬が触れてしまいそうなほど近い。彼のシルバーの髪から同じシャンプーの香りがしてドキドキした。

「美知……」

　低くて優しい声色で名前を呼ばれると、急に体温が上昇する。

　カチコチに固まっていると、ジェリーの腕が私の頭の下に入れられ、いわゆる腕枕をされた状態になってしまった。

「あ、あああの……っ」

「なんだ？」

「これ……って」

　こ、こんなの初めて……っ。彼氏ができたら、腕枕とかしてもらいたいって長年夢見てきたけれど、まさかイケメンとはいえ、今日出会ったばかりの人にしてもらうなんて――。

「ん……？　俺はピクルというペットを飼っていて、いつもこうやって寝ているんだ。こうしないと眠れなくて……」

「ピクル……？」

　ピクルって何よ!?　って聞きたいのに、疲れていたのか、ジェリーはすぐに寝息をたてて眠ってしまったようだった。

　あああっ。こんな状況で寝られるわけがないじゃない。

　でも、ここから動くわけにもいかないし……。すぐそこには綺麗な寝顔のジェリーがいる。しかも裸なわけで……。

　初めて男性に抱きしめられながら過ごす夜。

　まったく眠くならず興奮状態が続く中、とにかくきつく目を閉じて早く眠れるように祈った。
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「ああ、朝日がまぶしい……」

　カーテンの隙間から差し込む、すがすがしい透明な太陽の光を浴びて目を細める。

　結局一睡もできなかった……。

　ベッドから起き上がって振り返ると、隣にはジェリーがすやすやと眠っている。

　本当に感心してしまうほど綺麗な顔立ち……。目も鼻も口も、何もかもがバランスよく並んでいて、見ているだけでうっとりとしてしまう。

　瑞々しい褐色の肌と筋肉質な体は男らしさを表していて、今まで出会ったことのない魅力的な男性だ。

「はぁ、お腹すいた」

　ぐううっと鳴るお腹をさすりながら、私はベッドから立ち上がり、朝食の準備をし始めた。

　そうだ、宇宙人って何を食べるんだろう？　昨日ビールは飲んでいたけれど、おつまみには手を出していなかった。

　けど……何も食べないってことはないだろうし……。適当にうちにあるもので作っておけばいいかな。

　これが地球人の食べ物だって言えば、興味を持つかもしれないし。

　といっても、急に手の込んだものを作れるほどの材料を持ち合わせていない。冷蔵庫を見ると、卵と牛乳、ハムがあるくらいで、あとは簡単なサラダが作れるくらいの野菜。

　少し前に急に食べたくなって買ったホットケーキミックスがあったから、それでパウンドケーキでも作ろうかな。

　何を作るか決めたところで、私はキッチンで料理をし始めた。

　ベッドにはまだ眠っている彼――。

　そっと起こさないように、気を配りながら朝食を作っているなんて、これって恋人同士みたいなシチュエーションだよね。

　ああ、憧れていた状況なのに、初めての相手が彼氏じゃないなんて……。ちょっぴり残念だけど、やけにドキドキしている。

　プレートにサラダ、それからスクランブルエッグを乗せた。できあがったばかりのパウンドケーキの甘い香りが部屋の中に広がって、幸せな気分になる。

「……美知」

「あ、おはよう」

　目を覚ましたジェリーは、ベッドの中で体を起こして私の方へ声をかけてきた。

「ちょっと待って。服を持ってくるから」

　昨日バスルームに置いていたジェリーの服を持ってきて、あまり裸を見ないように顔を背けた。

「ベッドから出るときは、これを着てね」

「本当にお前は恥ずかしがり屋だな……。見てもいいって言っているのに」

「ジェリーがよくても、私が嫌なの！」

　頑なに見ないと言う私に呆れたのか、ジェリーは服を受け取ると、素直に着始めているようだった。

「朝ご飯を作ったんだけど、食べる？　そもそも、イデアエル星の人は何を食べて生活してるの？」

「俺たちは、固形になったバーを食べて栄養を補給している。味が何種類かあって日によって選ぶ、という感じだ」

「へえ……」

　それならこっちにだってあるよね。栄養調整食品でバーになっていてクッキーというか、ショートブレッドみたいな食感のもの。

　それを主食にしているなんて、なんか味気ない感じ。私なんて毎日の食事が楽しみで生きているようなものなのに……。

「私が作ったものは、食べられるのかな？」

「どうだろう？　でも興味がある。食べてみたい」

「うん」

　服を着終わったジェリーは、ベッドから立ち上がり、部屋の真ん中にあるテーブルの前に座って、朝食を見て目を輝かせていた。

「すごいな！　地球人はこういうものを食べて栄養を補給しているのか」

「そうだよ、いろいろな種類の食物があるから、自分で作って食べるの」

「へえ、早く食べたい」

　きっとナイフとフォークの使い方さえ知らないだろう、と横に座って私が使い方の手本を見せて、口へと運んであげた。

　するとあーん、と口を開けたジェリーはサラダをぱくっと口の中に収めた。

「こうやって、食べるんだよ」

「美知、うまいぞ！」

「そう、よかった」

　私からナイフとフォークを受け取り、上手とはいえないけれど、一生懸命使って、それ以外のものも食べ始めた。

　食べ方のわからないものは、私の様子をじっと観察してから手をつける。その様子がなんだかかわいくて、ふっと顔を緩ませてしまう。

「食事を楽しむ、という概念はなかったな……」

「そうなんだ。こっちでは、スイーツっていって甘いものを食べたりもするんだよ。午後からお買いものに行こうと思っているから、そのときに食べよう」

「楽しみだ」

　よかった、喜んでもらえて。あるもので作っただけだけど、作った甲斐があった。嬉しいな。

　それから出かける準備をして、ジェリーと共に家を出た。

　近未来的な格好をしているジェリーは、それはもう目立ちまくりで、すれ違う人みんなが彼をじろじろと見ていく。

　そりゃそうだよね。なんのコスプレだ？　って感じだと思う。

　絶対日本人じゃない顔立ちだし、褐色で銀色の髪なんて、どう考えてもファンタジーの世界の人だもん。

「美知、まさか俺が宇宙人ということがバレているのか？　地球人たちがやたら見てくるような気がするのだが」

「宇宙人とは思ってないだろうけど、変わった人だとは思われていると思うよ。だから早く歩こう」

　ジェリーの手を引いて、早足で歩く。早くどこかのお店に入って、とりあえず普通の格好をさせないと。今のままじゃ目立ちすぎる。

　電車に乗って、ショッピングモールに到着した。

　ここなら何かしら洋服が売っている。はじめに目についたショップに駆け込むと、適当に見繕ってジェリーをフィッティングルームへと押し込んだ。

「おいおい、強引だな」

「いいから、これを着てみて」

　私が選んだのは、ノーマルなデザインのシャツと黒のストレッチパンツ。これならシンプルだし、目立たないだろうと思ってチョイスしたのだけれど……。

「どうだ？」

　着替え終わったジェリーが勢いよくカーテンを開けると、そこにはモデルさながらの男前が立っており、腰を抜かしそうになった。

「……美知、どうだ？」

　か、格好よすぎます！

　こんなにシンプルな服を着ているのに、イケメンオーラが眩しくてクラクラしてしまう。

「よく似合ってるよ」

「本当か？　地球人はこんな薄い布の服を着て過ごすのか」

「そうだよ、ジェリーが高級な服を着すぎなだけなの。これがここの普通だから」

　そうなのか、と納得したジェリーは、姿見で自分の姿を眺めて嬉しそうにしていた。

「じゃあ、他にも見て回ろう」

　何着か洋服を買ったあとは、靴屋に行って、スニーカーを買うことにした。

　さっきまでは周囲から「何、この人？」という視線を浴びていたのに、今では「何、このカッコいい人！」という視線に変わってる。その食いつき度がすごい。

　ざわめく女子たちの視線を、宇宙人だから向けられているのではないか？　と警戒しているジェリー。

　一緒にいると、ジェリーの反応の何もかもが新鮮で楽しい。私が教えることすべてに感動し、喜んでくれるのが嬉しくて、いっぱい教えてあげたいって思う。

　普通の男性にはないリアクションだもんね……。

　一緒にいるとドキドキして、ほんの些細なことでも楽しいって思える。こんな気持ち、久しぶりだな。






「美知は、いつも何をして過ごしているんだ？」

「え？」

　買い物を終え、二人でカフェに入り、ショートケーキを食べていると、ジェリーが急にそんなことを言い出した。

「私はね、社会人っていって、会社で仕事をしているの。朝から夕方ぐらいまで仕事して、帰ってきたらご飯食べて、お風呂に入って寝る。休みの日は、友達と遊んだり……」

「へえ……。恋人はいないのか？」

「へっ！」

　突然そんなことを聞かれたので、胸が飛び跳ねた。

「地球人の結婚適齢期がいつなのかちゃんと把握していないが、美知は成人しているのだろう。恋人などがいてもおかしくないような年齢に見える」

「い、いないよ」

「どうして？」

「どうしてって……」

　どうしてかは私が聞きたいくらいだよ。

　社会人になる前も、それなりに出会いはあったはずなんだろうけど、友達止まりというか、恋愛対象にはならないみたいで……。いいなって思った人には、恋人がいたり好きな女性がいたりして、告白する前にフラれちゃうパターンだった。

　社会人になっても会社には若い男性はいないし、会社と自宅の往復の毎日……。昨日も気合いを入れて参加した街コンでも成果なしだったしなぁ。

「地球人は、見る目がないんだな」

「え？」

「美知の見た目は愛らしく俺の好みだ。それに考えていることがいちいちかわいい。多少ワガママで、キーキーと怒るけれど、それも悪くない」

　な、何よ、急に……。

　急にそんなことを言い出すから、目の前のケーキが喉を通らなくなる。

「俺の裸を見ると異様に恥ずかしがるし、反応がおもしろい」

「……おもしろがらないでもらえます？」

「褒めているんだから、喜べ」

　相変わらず上から目線の発言なのに、とても恥ずかしくなってくる。頬や体が沸騰したみたいに熱くて、私、きっと赤くなってると思う。

「じゃあ、ジェリーはいつも何をしているの？」

「俺は――」

　ジェリーの話を要約すると……。

　イデアエル星の王子であるジェリー。地球よりも人口の少ないイデアエル星では、ジェリーの父が王として君臨している。

　彼らはまるで西洋の城のようなところに住み、星に住む人々が平和に暮らせるよう政治を行っている。

　ジェリーは、次期王としての教育が毎日行われ、勉強をする日々。国政のことや、星の歴史、宇宙のこと……学ぶことは多々。

　その中で一番興味のあることは、他の星のことを調べること。昔から生命体がいると言われている地球に興味を持ち、どのような人種が住んでいるのかを熱心に調べていた。

　しかし地球人は警戒心が強く、地球外生命体を脅威の存在と思っている可能性が高く、うかつに近づくと捕らえられる恐れがあり、非常に危険だとされていた。けれど、どうしても行ってみたいと思ったジェリーは、昔から仲の良かった研究者にテレポーリングを作ってもらい、地球に行くことを決めた、とのこと。

「周りに言えば、絶対に反対されると思って言わなかったんだ。まさかリングが壊れるなど思ってもみなかった。相当なエネルギーを消費したんだろう。リズもすごく怒っていたな」

「王子さまが急にいなくなっただけじゃなく、しかも行っちゃいけないって言われているところに行っていたら、怒るでしょうよ。リズさんも気が気じゃないだろうね」

「……だな」

　でも――と話は続く。

　他の星に行ったことはあったけれど、地球に興味を持ったのは、あの宝石のように青く澄んだ星を見て、なんてきれいなんだろうと心を奪われたからだった。

「あんなきれいな星に住んでいるのは、どんな生命体なんだろうって気になって仕方なかった。それから、どんな生活をして、何を考えて生きているんだろうと思うと、胸がワクワクしたんだ」

　少年のように目を輝かせながら話すジェリーを見て、新たな一面を見れた気がして嬉しくなった。

「……で、来てみてどうだった？」

「うん、イデアエル星とはまったく違う世界が存在していて、とても楽しいし、学ぶべきことが多い。この食べ物だって、本当に珍しい。イデアエル星ではここまでたくさんの食物が存在していないから、羨ましい。こういうものをイデアエル星でも増やしていけるようにしたい」

　ジェリーの話を聞いていると、私まで他の星に興味が湧いてくる。今まで他の星に生物がいる、なんて信じられなかったし、宇宙なんて本当に空想の世界の話を聞いているみたいだった。

　けれどこうしてジェリーと出会えたってことは、空想じゃないってことだもんね……。

「俺にはあの質問をしないのか？」

「え……？」

「恋人がいるか、どうか」

「そうだね。ジェリーは恋人いるの？」

「……お前はどう思う？」

　ああ、ずるい。質問に質問で返すなんて……。

「ええ？　そうだな……。どっちかっていうと、研究ばかりしていていなさそうだよね。でも王子さまって、結婚相手が決められていたりするものじゃないの？　自由に恋愛なんてできなさそうなイメージだし。恋人はいないけど、フィアンセはいそう」

「へえ、なかなか鋭いな」

　私の勝手なイメージで言ったのに、当たっていたんだ。

「厳密に言うと、結婚相手は決められていない。自分で決めることができるが、異性に興味がなかった」

「イデアエル星にも女性は存在するんだね」

「ああ。見た目は地球人と同じだからな」

　へえ……不思議。こうやって話を聞いていると、イデアエル星を見てみたくなる。どんなところでジェリーが生活しているのか、どんな人に囲まれて生活しているのか。

　こことはまったく違う世界が存在しているなんてすごいな……。

「今まで異性に対して興味がなかったのにな。美知には興味がある」

「えっ……！」

　一体何を言い出すのかと、驚いて顔を上げると、にっこりと微笑むジェリーが私を見つめている。

「だからもっと美知のことを知りたい」

「そ、そういうのは、軽々しく言っちゃだめなんだよ。勘違いしちゃうから」

「勘違い……？」

「……わからないならいいよ」

　深い意味で言われていないことはわかっているはずなのに、こういう言葉を言われると変に意識しちゃうよ。

　宇宙人だし、恋愛対象じゃないってこともわかっているはずなのに……。






　ショートケーキを食べ終わった私たちは、食材の買い物を済ませて家に帰ることにした。

　今日は日本らしく和食でも作ろうと思っていたのに、夕方になるにつれて、ジェリーの様子がおかしくなった。

「ジェリー、どうしたの？　なんか元気ないけど」

「ああ……。ちょっと体が熱くなって……目の前が霞む」

「熱い？」

　部屋に戻るなり、床に座り込んでしまった彼に駆け寄り、頬に手を当ててみると、熱が出ていることに気が付いた。

「大丈夫!?　熱があるんじゃない？」

「……もしかしたら、体が環境の変化についていけないのかもしれない」

「そんな……。とりあえず、ベッドに行こう」

　風邪なのかどうかもわからないけれど、横になってもらって安静にしなければ。病院にも行けないし、どう看病していいのかもわからない。

「熱い？　寒い？」

「……そうだな、寒い」

　昨日のお風呂のときもそうだったけれど、体感温度が違うって言っていた。イデアエル星の方が温かい気候だと言っていたし、地球の気候では寒いのかも。それに慣れない環境で、疲れがたまっていたのかな……。

　クローゼットから冬用の毛布を取り出し、ジェリーの体を温め始めた。

「……どう？」

「まだ寒い……」

　私たちだと、熱が出たら冷たいタオルで冷やて熱を冷ますけれど、ジェリーにそんなことをしたら、氷を直接肌につけているくらい冷たいのかもしれない。

「どうすればいいかな……。何かいい案ない？」

「俺の隣に寝てくれ」

「ええっ」

　今日は別々で寝ようと目論んでいたのに、その計画は脆くも崩れ去ってしまった。けれど、そんなことを言っている場合じゃない。

　このまま熱が上がって、ジェリーの身に何かあったら大変だ。リズさんにジェリーのことをお願いしますと言われているんだから、私が責任を持って面倒をみないと。

「わかった」

　ベッドに入ろうとすると、ジェリーは起き上がり、昼間買ったばかりの服を脱ぎだした。

「えっ、なんで脱ぐの!?　脱いだら寒いでしょ？」

「美知も脱ぐんだ。裸で抱き合う」

「えええっ」

　裸で!?　そんな、バカな。

　バージンでまだ誰とも肌を重ね合ったことがないっていうのに、そんなことをするなんて、無理だよ！

「だめ、そんなことできないよ」

「美知、頼む……。苦しい」

「でも……でもでも……っ」

　どうしよう、と悩んでいるうちに、ジェリーは裸になるとぐったりと横たわって、苦しそうな呼吸を繰り返す。

――イデアエル星には、セックスというものが存在しない。

　昨夜、そんなことを言っていたことを思い出し、ジェリーは下心があってこういうことを言っているわけじゃないと思うけれど……。

　このまま悪化させないためにも、ここは協力するしかないってわかっているけれど、なかなか決心がつかない。

　でも目の前で苦しそうにしているジェリーを見ていると、言われた通りにするしかないのかと思い始める。

「じ、じゃあ……。電気、消していい？」

「……ああ」

　部屋の灯りを消して、真っ暗になったことを確認してから、ごくっと唾を飲み込んだ。

　エッチするわけじゃないんだから、大丈夫。

　そう言い聞かせて、私はブラウスのボタンを一つずつ外し、スカートのファスナーを下ろす。そしてブラジャーを外して、ショーツだけの状態になった。

「絶対見ないでね」

「大丈夫。暗くて見えない」

　布団をめくりジェリーの横に入ると、逞しい腕に力強く抱き寄せられた。
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　昨夜もこうして密着していたけれど、今日は服を着ていない。直に感じる彼の熱い体温。滑らかな肌に、硬い筋肉。雄々しい体に包み込まれて、緊張のあまり震えてしまう。

「美知……ありがとう」

「う、ううん……」

　向かい合うような状態で抱き合い、ジェリーの首元に顔を埋める。ドクン、ドクン、と彼の鼓動を聞いていると、ジェリーは私の背中に手を回した。

「こうしていると、安心する」

　ときどき、ジェリーに髪を撫でられて、おでこに唇を寄せられる。愛おしいものを扱うような仕草に、ドキドキしすぎて心臓が壊れてしまいそう。

　ジェリーは、そんなつもりがないってわかっているのに……。

　苦しそうな呼吸を繰り返すジェリーを見ていると胸が痛んでくる。自分で地球に来たとはいえ、知らない星で体調が悪くなるなんて、きっと不安に思っているに違いない。

　環境も違うし、知っている人もいない。

　そんな中、私だけを頼りにしてくれていて、こうして求められている。もっと力になってあげたいって思う。

　それなのに、何もしてあげられないのがもどかしい。

「大丈夫……？　他にしてほしいことない？　飲み物とか取ってこようか？」

「いや、大丈夫。それよりも俺から離れないでくれ」

　甘い声でそんなことを言われたら、全身の力が抜けてとろけていく。

　しばらく抱き合っていると、ジェリーのうなされている声が聞こえてきた。意識を朦朧とさせながら、息を荒げている。

「大丈夫。すぐによくなるから……」

　そう言って、彼の体に隙間のないほど密着する。

　眉間にしわを寄せているジェリーの顔をゆっくりと撫でて、銀色の髪を指で梳かした。

　代わってあげられるなら、すぐに代わってあげるのに……。何もできなくてごめんね。

　苦しそうな表情を浮かべる様子を見ていると、悲しくなってきてぽろぽろと涙が零れた。

「美知、泣いているのか？」

「だっ、て……。ジェリーが苦しそうなんだもん」

「お前のせいじゃない。だから気にするな。イデアエル星の者は、他の星でも生活できるように体質が変化するようになっている。だからきっとこれも一時的なものだ」

「ほんと……？」

「ああ。だから心配はいらない」

　私の涙に気が付くと、彼は指で涙を拭ってくれた。

　次第に裸で抱き合っていることに慣れてきた私は、昨夜まったく寝られなかったせいで眠気に襲われ始めた。

　だめだ、寝てしまいそう……。ジェリーの看病をしないといけないのに。

　重くなる瞼を何度も押し上げるけれど、次第に眠気に負けて目が開けられなくなっていった。

「ジェリー……」

　小さな声で彼の名を呼ぶと、優しく頭を撫でられた。

「……おやすみ、美知」

　頬にふわっと柔らかい感触。きっとキスをしてくれたんだ。

　熱いほどの彼の体温に包まれながら、私は夢の世界へ落ちていく。

　ああ、男の人の腕の中って、こんなに心地いいんだ。知らなかった……。

　どうか早くよくなりますように――。
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　翌朝――。

　勢いよく目を開き、体を起こすと、隣にいるはずのジェリーの姿が見当たらない。

「えっ……ええ？」

　うそ……どこに行っちゃったの？

　まさかの夢オチじゃないよね？　そんなわけない。ジェリーは確かに存在していて、ここにいたはずなのよ。

　それとも寝ている間に、体調が悪化してどうにかなってしまったのかな。

　ああ、もう！　朝まで爆睡しちゃうなんて、サイテー。

　嫌な予感が頭の中を巡り、不安が渦巻いていく。

　すると、トイレの方から水の流れる音がして、勢いよく扉が開いた。

「おはよう、美知！　地球食を食べたからか、排泄がいつもと違ったぞ。とても驚いた」

「ちょっと、前を隠して！　前！」

「……？　ああ、すまない」

　裸のまま出てきたので、ベッドの傍にあったタオルを急いで放り投げた。ジェリーはそれを受け取ると、素直に腰に巻きつけてくれた。

　人が散々心配したっていうのに、いつも通りの元気なジェリーに戻っている。顔色もよくなっているみたい。

「もう体調は大丈夫なの？」

「ああ、大丈夫だ。美知のエネルギーをもらったから」

「エネルギー……？」

　寝ている間に何かされたのかな？　でも私の体はいつもと何も変わらない。ただ裸だっていうだけで……。

「昨夜の美知は、とてもいじらしく可愛かったぞ」

「う……っ」

「お前は本当に罪な女だ。どれだけ俺を虜にするつもりだ」

　虜……？　恋愛経験値などほぼないに等しい私。そんなつもりは毛頭ないのだけれど……。

　ジェリーのことが心配で、つい泣いてしまった。しかも裸で抱き合ってしまって、頬にキスをされて心地いいとまで思ってしまった。

　あ、あれは事故よ。受け入れたんじゃないんだから。

　昨夜の出来事を思い出して照れている様子を嬉しそうに見つめているジェリーは、私の方に近づいてきた。

「美知、今日も一緒にいられるのか？」

「今日はだめよ。仕事だもん」

「仕事か……」

　そうか、と肩を落とした。

　今日から平日だし、朝から夕方までは仕事。ジェリーをこの部屋に一人で置いていくのも心残りだけど、職場に連れていくわけにもいかない。

「じゃあ、美知のエネルギーをもっともらっておいてもいいか？」

「それ、一体なんなの？　エネルギーって……」

「こういうことだ」

　下半身にタオルを巻いただけのほぼ裸の彼は、ベッドの上に腰かけて私の顔をじっと見つめた。

　宝石のような澄んだ瞳にじっと見つめられ、そっと頬を撫でられる。その瞳に捕らえられると動けなくなってしまう。

　彼の美しい顔に見とれていると、ゆっくりと距離が縮まってくる。

　ま、まさか……まさか。

　数日前にもこんなことがあった。キスをされるんじゃないかと思うのに、逃げられない。ふっくらとしたバランスのいい唇が近づいてくることに、少し期待している。

「――んっ」

　彼に唇を塞がれて、呼吸を阻まれる。

　弾力があって柔らかい唇の感触は、とても心地がよくて心も体もふわふわとしてしまう。触れては離れて、離れては触れる。

　そのたびに胸がきゅんっと躍るように跳ねていく。

「くちびるを開いて」

「…………？」

　少し離れた瞬間に、私を導くように囁かれる。

　キスをしたまま唇を開くってどういうこと……？

　そう疑問に思っている間に、緩んだ唇の隙間から彼の舌が滑り込んできた。

「……ッ！」

　ぬるぬるとした熱い舌が私の口内を動き回る。舌と舌が濃密に絡まって、すべてを持っていかれそうになる。

　頭の奥がじんじんとして、痺れていくような感覚。こんなの初めて……。

「これがエネルギーをもらう、ということ。昨夜、美知が寝ている間にエネルギーをもらって、俺は体力を回復させたんだ」

「ふえ……」

　唇が離れてもなお、まだクラクラしている。ジェリーの言葉を理解できずに朦朧としていると、再び唇を奪われた。

　今まで経験してきたキスとは全然違う。

　高校生のときにしたキスなんて、ちゅっと軽いものだったし、こんな濃厚でうっとりとするようなものではなかった。

　ジェリーの言うように、エネルギーを吸い取られているからこんなに恍惚としてしまうのかもしれないけれど、ぞくぞくと体が戦慄いて、この先を予感させる疼きが体中を駆け巡っていく。

「美知の反応がかわいすぎる。そんなによかったのか？」

　とろん、としたまま、素直に頷いてしまった。

「もっとしてやってもいいが……。時間は大丈夫なのか？」

「えっ!!」

　そうだった、今日は月曜日。時計を見ると会社に行かないといけない時間が刻々と迫ってきていた。

「大丈夫じゃないっ、用意しなきゃ」

　裸だったことも忘れて慌ててベッドを抜け出すと、急いでシャワーを浴びて身支度を始める。

　特に予定のないジェリーは、バタバタと部屋の中を忙しなく駆け回る私を面白そうに眺めていた。

「じゃあ、ご飯はここに置いておくからね。冷蔵庫に入っているものは、何でも食べていいから」

「わかった」

「ちなみに……私がいない間、ジェリーは何をする予定なの？」

「今日は周辺の散歩でもしてみようかと思う」

「そっか。じゃあ、これ。合い鍵。出かけるときは、戸締りをしっかりしてね」

　ネコのキーホルダーのついた合い鍵を渡すと、ジェリーは珍しそうにネコを見つめる。

「ピクルによく似ている……」

　ピクル……？

　ああ、ジェリーが飼っているって言っていたペットのことか。ピクル、イコール、ネコだったんだ。

「じゃあ、行ってくるね」

「ああ」

　玄関で見送ってくれる半裸のジェリー。熱い抱擁をされて、再び熱烈なキス。

　まるで恋人同士のような挨拶に、私の胸は破裂しそうなほどドキドキとときめきっぱなし。

　このままじゃ、いつまでたっても出発できないと思った私は、残念に思う気持ちを隠しながらそっと離れた。

「じゃあね」

　本当は仕事なんて休んで、ずっとジェリーといたい。このままぎゅっと抱きしめられていたい。……なんて、完全にジェリーの色気にのぼせてしまっている。

　あああ、だから経験の少ない、拗らせ女子はよくないのよ。

　相手はそんなつもりないのに、こっちだけ本気になっちゃって「やだな、勘違いしないでくれる？」とか言われるのがオチなんだよね。

　雑誌とかネットとかでもよく書いてあるから、そんな風になっちゃいけないな、と思っていたはずなのに、イケメンに優しくされるとこんな風にドキドキして喜んでる自分が情けない。

　ましてやジェリーは二週間だけうちに滞在する宇宙人。こんな期間限定でやってきた男性に本気になっちゃいけない。

　もっとしっかりしなきゃ！

　会社に着くと、甘い週末のことを考えないよう気合いを入れ直して、仕事に就いた。






　そして夕方――。

　うちの会社は基本的にノー残業だから、定時で帰れる優良企業。

　終業時間になり、制服から着替えてエントランスを出ると、会社の前にジェリーが立っていた。

「ジェリー!?　どうしたの？」

「美知！　おかえり」

　うそ、信じられない。どうしてここがわかったの……？

　それよりも、こんな風に美青年が私の帰りを待っていてくれたことも嬉しいし、通りかかった人たちが私を待つジェリーを見て「いいなぁ」という羨む眼差しが凄まじくて照れる。

「早く会いたかった」

「ええ……？」

　その上、最高に甘い言葉。

　もっとしっかりしなきゃって思っていたところなのに、一瞬でとろけてしまう。

「早くうちに帰ろう。美知と二人きりになりたい」

「う、うん……」

　一体どうしちゃったんだろう。ジェリーってこんなに情熱的な男性だったの……？

　最初は俺様で、ワガママ放題の王子さまって感じだったのに、一緒にいる時間が増えるにつれて、キャラが変わってきたような気が……。

　適当に食材を買って、私たちは早々に家に帰った。

　そして晩御飯を二人で食べたあと、ジェリーは私の手を引いて、ベッドの上へと連れていった。






「今日、美知がいない間、この雑誌を読んでいたんだ」

「え……？」

　私たちが初めて出会った日、一緒に寝るという事態になったとき、エッチされるんじゃないかと警戒した私。

　そのときに「エッチとはなんだ？」と聞かれたものだから、それを説明するために、今目の前に差しだされている雑誌を渡したのだけれど。

〝彼と試したいセックス特集〟とババン！　と大きく載った見出しを見て私の体はボンっと爆発したみたいに体温が上昇する。

「……で、それが、何か……」

「美知、俺はセックスに興味が湧いた。美知とセックスがしたい」

「ええええっ」

　こんなドストレートに言われるなんて信じられない！　驚きすぎて、失神してしまいそうになった。

「ちょっ……ちょっと待って。ジェリー、あなた、何を言っているかわかってるの？」

「理解している。この本によれば、愛し合う二人がするものだと書いてあった。もちろん、体だけの関係もあるとも記されていたけれど、そこは問題ない。俺たちは愛し合っている」

　ひーん！　もう、この人は何を言い出すのーっ。

　私の頭はパンク寸前。予想を遥かに超えるような言動にパニック状態。

「愛し合っているって何!?　その自信は一体どこからやってきたの。だ、第一、ジェリーの星ではエッチなんてしないんでしょ？　体の見た目は一緒でも、構造が違うんじゃないの？　そもそも……そ、その……エッチができる体なの？」

　私の口からはダイレクトに言いづらいけれど、そもそも勃起するのかどうかさえ怪しい。そういう習慣がないのであれば、そういう機能が体にないってことでしょ……？

「大丈夫。俺の体でも試してみたが、できると判断した」

「た、試してみたって……」

「見てみるか？」

「いい、いい！　見なくて大丈夫!!」

　一体どうすればいいの！　どういう反応をしたらいいの。

　セックスしたい、なんて言われるなんて初めての経験だから、困るよーっ！

「イデアエル星では、セックスがない。その代わりに違う方法で子孫を残す。けれど地球ではセックスで愛を確かめ合い、子孫を残すのだろう。俺も美知としたい」

「あ、あのねぇ……。どういう意味かわかってる？」

「わかってる。俺は美知のことが好きだ」

　まっすぐに私を見つめるジェリーから放たれるまっすぐな愛の言葉。ハートを射抜かれたみたいに、胸がズキュンと鳴って何も言い返せなくなる。

「そして、美知も俺のことが好きだろう？」

「な……な……っ」

　なんでそうなるの!?　確かに異性として意識していることは認める。イケメンだし、ボディタッチも激しくて、一緒にいてドキドキしていることも認める。だけど好きって聞かれたら、難しいよ。

　ずっと恋愛をしていなかったせいで「好き」の定義がわからないんだもん。

「大丈夫、それが好きだということだ」

「もう！　勝手に心を読まないで」

「じれったいから、つい……。すまない」

　ジェリーは地球のことや、他の星のことばかりに興味があって、異性には興味がないって言ってたじゃない。それなのに、どうしてこんな展開に……？

「仮にまだ俺のことを好きじゃないとしよう。それならセックスをすれば自覚できるくらい好きになる。愛も深まる」

「そういう感じでするものじゃないでしょ！　それに私、経験ないんだから」

「経験が、ない……。ということは、まだ誰ともしていない、ということか？」

「そうよ」

　私が未経験だということを告げると、目を輝かせて見つめてきた。

　ええ？　なに、その反応！

「それはすばらしい！　俺が初めての相手ということか。てっきりもう経験済みなのかと思っていた」

「ええ……？」

「うれしいぞ！　美知の初めての相手になれるなんて」

　喜びに満ち溢れた様子のジェリーは、私を強く抱き寄せ歓喜の声を上げた。

　まだするとも何とも言っていないのに、もうすることになってるし……。どうしたものか……。

　でもまさかバージンであることをこんなに喜ばれるなんて思いもしなかった。

　地球人の中でもバージンを喜んでくれる男性もいるだろうけれど、私の周りじゃ若くしてロストバージンしている子が多いし、男性からしても「処女なんだ」って言われたら重く感じる人もいるって聞く。

　それなのに、こんなに喜ばれるなら、処女でいてよかったのかなって思える。

「美知、俺とセックスしよう」

「……もうちょっとなんか違う誘い方はないわけ？　ダイレクトすぎるよ」

「そうか……。でも俺は地球人じゃないし、うまく伝える方法を知らない」

　確かにそうだよね……。でもしようって言われたからって、「はい、します」とも言えない。私にだって心の準備があるもん。

「……美知」

　抱きしめられたまま、耳元で甘く名前を囁かれる。

「だ、だめ。しないよ」

　だめだって言っているのに、ジェリーは私の髪を撫で、耳に唇を寄せてキスをする。そして熱い吐息が吹きかけられると、ビクンと体を揺らしてしまった。

「好きだ。美知のこと、もっと知りたい」

　背中に回された手が、優しく服の上から身体を撫でていく。裸で抱き合った仲ではあるけれど、こんな風に情熱的に触れられると痺れてしまって動けない。

　好きだ、なんて言われたら、抵抗できなくなる。

　本当は毅然とした態度で跳ねのけるぐらいしなきゃいけないってわかっているのに、ジェリーのぬくもりに包まれていると抜け出せなくなってしまう。

　彼の唇が耳元から頬へと移り、柔らかなキスを何度も繰り返される。

　このままでは、また口づけをされてしまうってわかっているのに、頬に手を添えられると、そのまま唇を差しだしてしまった。

「ん……」

　ジェリーのキスはいつも優しく始まる。

　それから少しずつ触れ合う時間が長くなって、深く濃密に変わっていく。それがとても気持ちよくて、ずっと触れていたくなって、舌を絡ませて呼吸を忘れるくらい夢中になってしまう。

　ゆったりと舌を絡ませていると、無意識に彼を求めるように自ら舌を動かしていた。

　受け入れるつもりなどなかったはずなのに、あまりの気持ちよさに理性を奪われていた。

　情熱的なキスをしているうちに、体温がどんどん上昇して火照り始める。そしてくすぶる熱をより高めるように、ジェリーは体を摺り寄せてきた。

「あっ――」

　キスに陶酔している間に、ジェリーから体重をかけられベッドに押し倒されてしまった。

　上から私をまっすぐに見つめるジェリーの真剣な眼差し。全身が心臓になったみたいに、ドクンドクンと鼓動が響いている。

「美知……」

「ジェリー、待って、本当にだめなの」

　そんなに熱く見つめないで。

　私もジェリーのことは好きだけど……でも、まだ心の準備が出来ていない。それに、恋愛としての好きかどうかもまだ判断がついていない。

「待てない。俺は今すぐお前が欲しい」
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　ジェリーはそう告げると、私に覆いかぶさり、逃がさないといわんばかりに首筋に顔を埋めた。

　何をされるのかと警戒して身を硬くしていると、唇で食むように吸い付かれる。そして何度も触れ合わせ、生温かい舌でねっとりと舐め上げられた。

「あっ……だめ……や、あぁ……っ」

「だめじゃない、自分の気持ちを素直に受け入れろ。すぐに自ら俺を欲しがるようになる」

　どうしてそこまで自信満々に言い切れるんだろうと思うけれど、強引に求められることが純粋に嬉しいと感じて、このまますべて預けてしまいそうになる。

　今までこういう経験がなくても、どういうことをするのか興味があって調べたことがあった。

　けれど文章やイラストで見るのと、現実にされるのではまったく別物で、積み重ねてきた知識は一瞬で消え去ってしまった。

　頭の中は真っ白になり、ただジェリーにされるがまま、肌の上に何度もキスをされていく。

「やぁ……っ、んん……」

「美知の白い体は美しい。今まで他人の体に興味などなかったのに、とてもそそられる。もっとよく見せてほしい」

「だ、だめ……、ジェリーってば！」

　彼の胸に手をあてて抵抗しても、私の力など無力に等しい。

　シャツのボタンを外して前をはだけさせると、ジェリーは私のブラジャーを指でなぞってみせた。

「これがブラジャーか……。かわいい装飾だ。脱がせるにはホックというものを外すのだと、書いてあったが」

　私の貸した雑誌にはセックスの手順が事細かに書いてあった。それを見て勉強したのだろう。背中の方に手を回し、ブラジャーのホックを見つけると、指でパチンと外されてしまった。

「やぁ……っ」

　ふわりと解放されるバスト。胸の締め付けがなくなって、このままでは見られてしまう、と手で押さえるけれど、手首を掴まれてベッドに押し付けられてしまった。

「美知、隠すな」

「やだ……っ、恥ずかしい！」

　ぶんぶんと首を振って恥ずかしいと訴えても、ジェリーはまったく手を止める気配がない。外されてしまったブラジャーを掴むと、容赦なく腕から抜き去り、すべてを見られてしまった。

「どうして隠す必要がある？　こんなに綺麗なのに……。白い花のように美しく、果実のように甘く芳しい香りがする」

「あ……っ、ああ」

　柔らかい胸の感触を味わうように、ジェリーは大きな手で寄せるように掴み、ゆっくりと揉みしだしていく。そして形を変える乳房に顔を寄せ、ちゅっと強く吸ってみせた。

「柔らかい……そして気持ちがいい。ずっと触れていたい」

「待っ……て、だめぇ……」

　ツンと立ち上がった胸の先を見つけたジェリーは、指先で触れ始める。最初は遠慮がちに触れて、私の様子をうかがっているようだった。

「……っ、はぁ……」

　弱く触れられるだけでも、敏感に体が反応してしまう。ビクビクと身体を揺らしてしまうほど刺激が強くて体の芯から何かが湧き上がってくるようだった。

「ここが感じるんだな？　淡くかわいい色をしている。地球人はこんなに綺麗な体をしているのに、隠したがるなんて……なんて慎ましい人種だ」

「は、ぁんっ……あぁ」

　刺激されたことによって、硬くなってしまった胸の先をきゅっと摘ままれる。そして転がしたり、指で押しつぶすようにされたりすると、身をよじって反応してしまった。

「ひぁっ……、ジェリー、だめ、お願い……っ」

「だめなようには見えないぞ。この反応は、とても感じているんじゃないのか？」

　初めての感覚だけども、本能的にわかる。きっと私は感じているし、とても興奮している。

　だけどこれ以上進んでしまってはいけないと思う気持ちもあって、否定の言葉ばかり口にしてしまう。

「大丈夫だ、俺のことを信じろ。俺に全部預ければいい」

　力強い言葉に、胸が高鳴っていく。不安に思う気持ちを払拭されて言葉を失ってしまった。

　新たな刺激が加わり、指先で弄られていた場所を見ると、今度は彼の唇に捕らえられていた。

「あっ、あぁん……」

　じゅるじゅると卑猥な音をたてて、舐めしゃぶられる。今まで味わったことのない感覚が体中を駆け巡って、力をすべて奪われてしまってされるがままになってしまった。

「どうしようもないほどかわいい。ここも……ここも」

　ジェリーの手が胸から腰へと移動し、スカートのファスナーを下ろすと、抵抗する暇さえないほど手早く下着だけ残して脱がせた。そしてあらわになった太ももを撫でまわして素肌の感触を楽しんでいるようだった。

「あ、ぁ……っ、あぁん……」

　大きな手で撫でられるたび、ぞくぞくと戦慄き、甘い疼きがどんどん大きくなってくる。

　熱に犯された体は火照り続け、しっとりと汗ばみ始めている。それなのに、ジェリーはまったく気にしておらず、むしろその汗さえも受け入れ喜んでいる。

「美知、ここだな？」

「え……？」

　ショーツのクロッチ部分を指でつーっとなぞられる。

　この奥に男性を受け入れる場所があるのだな？　ということを聞かれたのだと気付く。

　それは間違いないのだけれど、肯定してしまえば、彼の行動がそのままエスカレートしていくのでは、と不安がよぎる。

「ち、ちが……っ」

「嘘をつくな、間違っているはずがない。こんなに熱くなっているではないか」

　ぐっと指を押し付けられると、そこは染みができるほど濡れていた。自覚するほど潤っていて、まだ経験したことのない官能に期待して心待ちにしているみたいだった。

「脱がすぞ」

「いや……！　そこは、本当にだめなの……っ」

　誰にも見せたことのない場所を見られてしまう羞恥。逃げ出したいほど恥ずかしくて、目には涙が浮かぶ。内ももを擦り合わせ、足をばたつかせても無駄な抵抗にしかすぎず、足からショーツを抜き取られてしまった。

「よく見せろ」

「お願い、もうやめて……」

　膝頭をぐっと掴まれて、大きく脚を広げられてしまった。

「薄い毛だな……生えていないに等しいじゃないか。それにこんなにきれいな色をして。見ているだけで興奮する」

　秘めたる部分の感想を言われて、恥ずかしさのあまり涙が零れていく。

「――あっ！」

　まだ閉じている媚肉を広げ、蜜の溢れた入り口に彼の太い指が近づいてきた。

　中には入らず、くすぐるように弄られて様子をうかがっているようだった。その度にくちゅくちゅと水音が鳴り、甘い声と共に吐息が漏れる。

「あぁ……ッ、んっ、はぁ……っ」

「中は狭そうだ。痛かったら、すぐに言うんだぞ」

「や、やだ……待っ――」

　蜜を十分に絡めた指先が、中に押し込まれていく。痛くならないように、少しずつゆっくりと挿入してくれてはいるけれど、初めて感じる異物感に、恐怖を感じてしまう。

　このまま奥まで入れられたらどうなってしまうんだろうと不安に思う。

「痛いか……？」

「痛くは、ないけど……でも、もう、止めて……」

　今まで感じたことのない圧迫感。媚壁を擦られていく感触が何ともいえない。

　やめてほしいと言っているのに、ジェリーはまったく指を抜こうとしない。むしろじわじわと根元まで埋め込まれてしまった。

「ゃ……っ、ああ……」

　彼の視線を感じて薄く目を開くと、青い双眸が私をじっと見つめている。受け入れてほしいと訴えかけるような熱い眼差し。

　止めてほしいと言うたびに、切なげな視線を送られてしまい、私がいじわるをしているような気になってしまう。

「ここをほぐさないと、繋がることができない。美知とどうしても一つになりたいんだ」

「…………っ」

　男性からこんな風に求められるなんて……。

　素直な気持ちを一生懸命ぶつけられて、胸の高鳴りが止まらない。

「美知のことを傷つけたりしない。ゆっくりと時間をかけて愛すから」

「は、あんっ……」

　彼の言葉に耳を傾けていると、膣内に入っていた指がゆっくりと動き始めた。

　内側をくすぐるようにされると、溢れている蜜がくちゅくちゅと淡い音をたてる。

「ちゃんと濡れてきている。もっとほぐれるようにしてやるから安心しろ」

　このままジェリーに体を預けていいの？

　彼は宇宙人で、まだ知らないこともいっぱいあるというのに……。でも私に触れる手つきや仕草は、本当に優しくて愛に溢れていて、このままこの瞬間がずっと続けばいいのに、と思うほど甘い時間が流れている。

　指を挿入されて、最初は違和感しかなかったのに、次第にとろけるような快感が押し寄せてきた。抽送されるたびに、柔らかい指の腹で擦られる感じが気持ちいい。

　ああ、何これ……。これが気持ちいいってこと？

　初めての感覚にうっとりとしていると、次はぬるぬるとした温かい感触がした。

「ジ、ジェリー!?」

　一体何が起きたのか、と目を開けると、ジェリーの顔が私の下半身に近づき、熱い舌先を秘所へと這わせていた。

「あの雑誌では、これが気持ちいいのだと書いてあった。どうだ？　感じるか？」

「や、あぁん！　……あ、はぁ……っ」

　舌でくるくると入り口を舐めながら、指を抜き差しされ続けると、腰が引き攣るように勝手に動いてしまい、どうにかなってしまいそうだった。

「それと……ここ。女性器で一番敏感な部分なのだろう」

　舌先で花芯を見つけると、くにくにと揺さぶるように愛撫される。彼の言うとおり、とても敏感な部分を弄られると、今まで味わったことのない強い快楽に身悶えた。

「んっ、あぁぁ……あぁっ！」

「ここがそんなにいいのか？　どんどん溢れてくるぞ」

　これ以上されたら、おかしくなってしまいそう。

　制止しなければいけないと思うのに、体は止めたがらない。この先にある快感を欲しがって、腰をくねらせて悦んでしまう。

　彼の愛撫に溺れて身体を熱くし、どんどん乱れていく。

「美知のここは、とてもいやらしい味がする。形も、色も、香りも……すべて気に入ったぞ」

　私の想像していた初体験は、もっと暗闇で布団をかぶって、何もかも見えないような状態でするものだと思っていた。

　それなのにこんな明るい部屋の中で、直接的な言葉を言われて何もかも見られてしまっているなんて……。

　恥ずかしすぎて、どこかに消えてしまいたい。

「そう悲観するな。俺はお前をこれ以上ないほど褒めている。そして生まれて初めて欲情しているんだ。お前以外の者にこんな感情を抱いたことはない」

　また勝手に心の中を読んで――！　と怒りたくなったけれど、彼のストレートな感情をぶつけられると、胸がときめいてしまう。

「目を閉じず、俺のことも見てくれ」

「ジェリー……」

　上半身を起こしたジェリーは、洋服を脱いで裸になった。逞しい褐色の体にはじんわりと汗が滲み、色香が増していた。

「美知のことを想うと、こんなに荒ぶってしまうんだ」

　ジェリー自身、自分の体の変化に驚いているようで、私の手を掴んで硬くなった下半身へと導いた。

「あ……あの……」

「今までこんな風になったことはない。でも美知とセックスをしたいって思ったら、こんな風になってしまった」

　ジェリーの体は地球に来て数日だけれども、ある意味順応してしまったのかもしれない。

　そういう機能を持ち合わせていなかった体が反応し、こうして勃起するようになってしまった。

「お前が不安だと思うのと同じで、俺も初めてのことに戸惑っている。しかし美知となら最後までしたいと思えるんだ」

　ジェリーは下着を脱ぐと私の手を掴んで屹立を握らせて、そのまま上下に扱き始めた。生々しい感触が手に直に伝わってくる。

　初めて見る男性の身体の一部。硬く反り立つそこは、想像以上に逞しく雄々しい。

「ああ、気持ちいい。お前にこうしてもらえているというだけで達してしまいそうだ」

　熱っぽい彼の言葉を聞いているだけで、膣奥が熱くなる。

　ジェリーが欲しい。この疼いている場所に彼を受け入れたい。一つになって溶け合いたい……。

　彼が私を強く求めてくれていることを感じて、私の身体も呼応するように求め始めていた。

　誰とも身体を繋げたことがないのに、本能的にそうしたいと言っているみたい。

「美知、一つになりたい。入れてもいいか？」

　もう彼を拒める状態ではなくなっていた。私も彼のことを欲しいと思っている。

「うん……」

　そう返事すると、彼は私の脚を大きく開かせ、蜜口に屹立を押し付けてきた。

「美知」

　受け入れてもらえるとわかった途端、ジェリーは嬉しそうな表情を浮かべて私を熱く見つめた。

　狭い蜜口に何度も先端をこすりつけて、蜜を絡ませる。そうしてじわじわとゆっくり奥へと進みだす。

「……んっ。ふ、あぁ……っ」

　隘路をこじあけるように彼のものが迫ってくると、やはり強い痛みが生じる。その疼痛に身を硬くして耐えていると、ジェリーは私の唇に何度もキスをしてくれた。

「痛いのか……？」

　無意識のうちに涙を浮かべていたようで、目を開けるとはらりと頬を伝っていった。

　彼を受け入れて痛くて苦しいはずなのに、ジェリーの顔を見ると我慢してでも最後まで受け入れたいと思ってしまう。

「痛い思いをさせてしまってすまない。けれど、美知が欲しい。俺だけのものにしたい」

　自分がどれだけワガママを言っているのか、わかっている。けれどどうしても譲れないんだ――と真剣な表情で訴えるジェリーを見て、静かに頷いた。

　ジェリーだったら痛くされてもかまわない。そう思えた私は、彼の首に手を回してキスをねだってみせた。

　すると彼は、流れる涙を指で拭い、深い口づけをしてくれた。

「……ん、んう……」

　静止されていた結合部が、ゆっくりと動き始める。しばらく動かずにいてくれたおかげで少しは馴染んだものの、奥深くまで埋め込まれると圧迫感で呼吸がうまくできない。

「全部、入ったぞ」

「う、うん……」

　彼が通り抜けるたび、焼けるような痛みが走る。そのたびに身体を硬直させて締め付けるものだから、彼にも痛みが生じているのかもしれない。

　眉間にしわを寄せる苦しそうなジェリーを見て、もっとリラックスをしなければと大きく息を吐いた。

「ジェリー、ごめんなさい。うまくできなくて……」

「いや、俺がもっと上手だったら、美知をこんな痛がらせずに済んだのかもしれない」

　それはきっと違う！　ジェリーは私のことを、宝物を扱うみたいに大事にしてくれている。それは触れられる仕草からわかっているし、この痛みは彼のせいじゃない。

「私、は……大丈夫。だから続けて」

「美知……。もし辛かったら言うんだぞ」

「うん……」

　一度奥まで貫いたあと、じっくりと確かめるように抜き差しされる。そのたびに内側が激しく擦れて痛みを感じていたけれど、少しずつだけども変化していった。

「もう少しの我慢だ。馴染めばよくなる」

「……っ、う……、あぁっ」

　ジェリーの言う通り、少しずつ身体に変化が訪れる。

　彼が抽送するたびにじっくりと官能が深まり、心地よさとまだ知らない感覚がやってきた。

「美知の中にいることが、こんなに幸せだとは……。お前の中に入れて嬉しい。たまらない」

　私も……。ジェリーと一つになれて嬉しいと思っている。

　もうどうなってもいい。ジェリーにだったら、何をされてもかまわない。身も心もすべて差しだして、溶けてなくなってしまってもいいと思えるほど、ジェリーに溺れていく。

　いつの間にか私たちは深く繋がり、息を乱しながらお互いを強く求めあい、激しく揺さぶり始めていた。

「あ、あぁ……あぁんッ……」

　律動は速まるばかりで、私の体は激しく揺さぶられて全身から汗がふきだし、意識が朦朧とし始めた。

　おかしくなってしまいそう……。何がなんだかわからない。

　迫りくる快感に身を任せて、ジェリーの手をぎゅっと握った。

「ああ……とてもかわいいよ。このままずっと俺だけのものにしたい」

「あぁ、んんっ、ふぁ……っ、あぁん……」

「お前が好きだ。……美知も、好きだと言ってくれ」

　何度も好きと囁かれて、身体だけでなく心まで奪われる。

　体中がジェリーと繋がっていることを喜び、快楽がどんどん大きくなっていく。

「ほら、美知……言って。お願い……」

「んん……はぁっ、ジェリー……、あぁっ、好き……っ」

　好き、と言った瞬間、中に感じる彼がより硬さを増して大きくなった気がした。

　喘ぎながら、必死でジェリーを求めてしがみつく。すると私に応えるように、ジェリーは激しく突き上げ始め、もうこれ以上入らないほど奥にまで自身を埋め込んだ。

「……っ、あ――」

　声が出なくなるほど、強い愉悦に襲われる。身体中に快感が弾けて駆け巡り、目の前が白に染まる。

　それと同時に大きな衝動が身体に響き、彼から注ぎこまれる熱を感じて私は処女でなくなったんだと実感した。
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　ジェリーと初体験した翌日、身体に残る痛みの余韻がひどくて、なかなか起きられず、正直驚いた。

　初体験の痛みは人それぞれで、痛い人もいれば痛みをまったく感じない人もいると聞いていたのに、私は前者のようだった。

　初めてを済ませたあと、ジェリーはお姫様抱っこをしてバスルームへと連れていってくれた。そして汗や愛液で汚れてしまった身体を綺麗に洗って、湯船にまで浸からせてくれた。

　彼の体感温度なら、水に入っているほどの温度にしか感じないはずで、寒いはずなのに一緒に入ってくれて……。

　こんな風に抱かれたあとも大事にされていることに、感動してしまった。

　それに今朝だって。

　私が動けないせいで、朝食が作れないでいたのだけれど、ジェリーは冷蔵庫のものを使って料理をしてくれた。もちろん、彼は宇宙人だし、料理なんてしたことない。けれど私のスマートフォンでレシピを探して、それを見ながら慣れない手つきで一生懸命作ってくれたのだった。

　こんなに至れり尽くせりでいいのかな。

――それよりも。

　地球のことをもっと知りたいと言っていたのに、私のことに付きっきりになっていたら、遠出できない。あと数日しか地球にいられないというのに、こんなことをしている場合ではないはず。

「ジェリー。どこか行きたいところがあったら、気にせず行ってきていいんだよ」

「バカなことを言うな。美知と一緒にいられるというのに、どこに行くんだ。それに、こんな風になっているのは俺のせいでもあるんだから」

　……まぁ、そうだけど。

　あんな風に初体験しなければ、こんな事態にはならなかったけれど……。でもジェリーとこうなったこと、後悔していない。

「俺は城で育ってきたし、身の回りのことはすべてやってもらっているような生活を送っていた。けれど、こうしてお前と二人だけで自活した生活を送っていることがとても嬉しい」

　ベッドの横に座って私を見つめるジェリーは、そっと髪を撫でてくれた。

「美知……。出会って間もないけれど、俺はお前に惹かれている。昨夜お前を抱いて、よりその気持ちは強くなった。俺と契りを交わして欲しい」

「契り……？」

「そうだ。愛の儀式……つまり婚姻の契りだ」

　婚姻って……！

　ジェリーの言葉に驚き、私は思わず体を起こした。

「おいっ、起き上がって大丈夫なのか!?」

「いたたっ……。あのっ……婚姻って……」

　つまりは、結婚ってことだよね？　また話が急展開になってきた。

「美知、結婚しよう。お前の純潔を貰ったのだから、責任はとる」

「いやいやいや……。ジェリー暴走しないで。私たち、そもそも国が違うとかいうレベルじゃなくて、星が違うのよ？　結婚なんてできるはずがないでしょ？」

「俺に任せろ。なんとかしてみせる」

「なんとかって……」

　ジェリーと初めて出会ったころ、イデアエル星で地球人は生活できないと言っていた。イデアエル星の人は、地球の生活に順応できるようになっているとも。

　けれど彼はイデアエル星の王子さま。ずっと地球にいるわけにもいかないし、かと言って、私がイデアエル星に行けるはずもない。

　そんな二人が結婚なんて、現実的に考えてできるはずがない。

「だめよ、そんなの。ジェリーと私じゃ、立場も環境も違いすぎる」

「お前はそんな些細なことを気にする女なのか？」

「些細じゃないでしょ。この上なく壮大なスケールの違いだよ」

　私が否定ばかりするので、ジェリーの機嫌が悪くなってしまったようで、私に背を向けて深いため息をついた。

「まぁ、いい。今はそう思っていても、お前はいずれ俺と結婚したくなる」

「…………」

　本当に、どこからその自信が生まれてくるのやら。

　俺様っていうか、世間知らずなのかな。王子さまだって言っていたし、常識外れなのかもしれないよね。というか、そもそも星が違うのだから、常識自体にズレもありそうだけど。

　不機嫌になってしまったジェリーだったけれど、会社に行く時間になってしまい、この話はそのままになってしまった。

　しくしくと痛む下半身。それにまだ感じる異物感……。

　病気ではないわけだし、しばらくすれば収まるはず。こんなことで会社を休むわけにもいかないので、いつも通りの生活に戻った。










　今日も定時ぴったりで会社を出て、食材の買い物をして帰る。

――今日はいないんだ。

　昨日は会社の前で待っていてくれたのだけれど、今日はジェリーの姿が見当たらなかった。

　結婚しようと言われたのに、断ってしまったから怒ったのだろうか。でも、女性にとって結婚って本当に一大決心だし、そんな簡単に決められない。

　ましてや宇宙人の彼となんて……。想像もつかない。

　ジェリーと出会ってまだ数日だけれど、彼のことは好きだと思う。恋愛感情かどうかわからないなどと思っていたけれど、昨夜みたいに大事に扱われて、情熱的に愛を囁かれたら、胸をときめかせずにはいられない。

　甘い眼差しで見つめられるたび、優しい声で名前を呼ばれるたび、全身が熱くなった。

　……今だって、彼のことを思い出したら胸の鼓動が早くなる。

「はぁ、どうしちゃったんだろ、私」

　恋人が欲しいって思っていたけれど、まさかそれが宇宙人なんて……。

　これ以上ないほどステキな男性だけれど、障害が多すぎる。この先があるのかないのかさえ分からない男性に、どんどん夢中になっていってしまっていいのかさえわからない。

　けれど恋愛感情を自制するなんてできるのかな……。

　そんなことを考えながら家に帰ると、部屋の中にジェリーはおらず、ガランとしていた。

「散歩にでも行っちゃったのかな……」

　一応念のため、彼には最低限のお金を渡してある。散歩といっても何があるかわからないし、何か買いたいものがあったときや、緊急事態に備えていくらか渡しておいた。

　ただ携帯電話を持っていないから連絡を取る手段がないので、何があったかわからない。

　けど、近場だったらテレポートだってできるだろうし、迷子になることはないと思う。

　まぁ、適当に帰ってくるだろうと思って、気にせずに晩御飯の準備をしていたのだけれど……。






「……っていうか、遅くない!?」

　壁にかかっている時計を見ると、もう九時を過ぎている。

　もうとっくに晩御飯の支度は済んでいるし、ご飯も冷めてしまった。

　目の前のテーブルにところ狭しと並ぶおかずたち。いつもより気合いを入れてたくさん作りすぎてしまった。

　いや、別にいいのよ。行きたいところに行っていいって言ったのは私だし、ジェリーは子供じゃないし、門限なんかもない。

　私が勝手に心配しているだけだけどさ。でも……。

　彼は普通の人じゃない。

　地球人は警戒心が強く地球外生命体を脅威の存在と思っている可能性が高く、うかつに近づくと捕らえられる恐れがあり、非常に危険だ――。

　以前彼はそんなことを言っていた。

　もしジェリーが宇宙人ってバレて捕獲されてしまったらどうなってしまうんだろう？

　よくテレビの特番でやっているような、宇宙人と遭遇した！　みたいなことになって、監禁などされてしまったら……。

　イデアエル星の人たちの方が身体的にも、知能も、能力も地球人より進化しているだろうけれど、何かあってでは遅い。

　捜しにいかなきゃ……！

　スプリングコートを羽織り、私は急いで準備をして外へと飛び出した。

　初めて出会った公園や、近くのコンビニ、駅前や、彼の興味の示しそうな場所を見て回る。けれどジェリーの姿はなく、どこにもいない。

　どこ行っちゃったのよ……？

　行き違いになっているのかもしれない、と会社まで戻ってみたけれど、そこにもいない。

　まだ肌寒い春の風が吹いて、私のコートの裾が揺れる。

――もしかして、イデアエル星に帰っちゃった？

　いや、でも何も言わずに帰るなんて考えにくい。せめて一言ぐらい言って帰るはず。

　じゃあ、どうして帰ってこないの？

　今朝、結婚しようって言われたのに、考えることもなく即答で断ってしまったから怒っちゃった？

　昨夜の初体験だって、あんなに好きだって言ってくれたのに、私はやだやだ、ばっかり言っていたし、彼のことを好きだと一度しか言わなかった。

　そんな私に愛想を尽かしたのかもしれない。他の地球人と出会い、新しい宿泊先を見つけて、その人のもとへ行ってしまったのかも。

　私より素直で、愛してくれて、彼を受け止めてくれる女性だったら……。きっとそっちに行ってしまうよね。

「はぁ……サイアク」

　こんなに後悔するのなら、もっとちゃんと彼と向き合うべきだった。出会って間もないなんて関係なかった。

　ジェリーはイデアエル星からお迎えが来れば、そのまま帰ってしまうし、私たちが一緒にいられる時間は限られている。

　もっと二人の時間を大事に過ごせばよかったよ……。

　がっくりと肩を落として家に向かう。もう一度公園に差し掛かり、ジェリーと初めて出会った桜の木を見ると、淡いピンクの花びらが風に吹かれてひらひらと舞っていた。

「ジェリー……会いたい。会いたいよぉ……」

　彼に会うまでは、こんな風に寂しいなんて思わなかった。他愛もない会話も、ぎゅっと抱きしめてくれる温もりも、優しい口づけも、すべてが愛しい。

　私から離れないで。ずっと傍にいてほしい。いつの間にかこんなにも好きになっていたなんて……。

「……そうだろう」

「へ？」

　背後から聞きなれた低い声がして、勢いよく振り返った。

「ジェリー!?」

「ちょっと俺がいなかっただけで、泣いていたのか。お前は本当にかわいい女だ」

　いつも通りの俺様口調で私の方に歩いてくるのは、間違いなくジェリー。

　また勝手に心の中を読んだのね、と怒りたくなるけれど、それよりも聞きたいことがある。

「どっ……どこに行っていたの？　心配したんだよ！」

「今日は、ドラッグストアというところに行ってみたんだ。すごい品数で、時間を忘れるほど長居してしまった」

「ドラッグストア……。なんでそんなところに……」

「昨夜、お前がひどく辛そうだっただろう。雑誌に載っていた潤滑剤……、ええと、ローションというものがあれば、痛みが軽減できると書いてあった。どこに売っているのか聞いて回ったら、ドラッグストアにあるという情報を得た。俺たちはまだお互いに経験が浅い。これ以上美知の体に負担をかけて傷つけてしまってはいけないと思って買ってきたんだ」

　えええっ！

　まさかそんな回答がくるなんて思ってもみなかったので、油断していた。全身の熱が上昇して、耳まで熱くなる。

「しかしローション、とやらは、色々な種類があるんだな。どれを買っていいかわからず、かなり悩んでこれにしたんだ」

　ジェリーが差しだしたのは、艶めかしいパッケージの大容量ローションだった。

「……よくこんなの、恥ずかし気もなく買えたね」

「どうしてだ？　美知のためなら恥ずかしくはない。店員にもオススメを聞いたら、これだと答えたぞ」

　店員さんにまで聞いちゃったんだ。聞かれた店員さん、驚いただろうな。でも、ちょっと嬉しい。……いや、だいぶかも。

「……で、美知はどうして泣いていた？　俺に会えなくて寂しかったのか？」

「…………っ」

　図星で、何も言えない。そうだと認めたら、いじわるな言葉で責められるかもしれない。けど、心の中を読まれているせいで、ずっと傍にいてほしいと望んでいたことはきっとバレている。

　それにさっきから頬が熱くて、ジェリーを見つめている目は涙で潤んだまま。きっと私の気持ちなんて、彼に見透かされているに違いない。

「寂しい思いをさせてすまない。それから今朝のこと……。美知の気持ちを待てない器の小さい男で悪かった。けれど、お前のことになると、いてもたってもいられなくなってしまう」

「ジェリー……」

「でも美知も俺と同じ気持ちなら……絶対に離すつもりはない」

　青く澄んだ瞳にまっすぐに見つめられて、早鐘をうつように胸が鳴っていく。

　もう私は、彼から離れられないと思った。彼が宇宙人でもかまわない。星が違っても、いろいろな障害があっても乗り越えてみせる。

「ジェリー、好きだよ。ずっと一緒にいたい」

　彼にそう告げると、強く抱きしめられてとろけるようなキスをされた。






　そして目を開いた瞬間、私たちはマンションの部屋の中に戻ってきていた。

「……テレポートしたの？」

「ああ。美知を今すぐ抱きたい」

　真っ暗な部屋の中、ジェリーに抱きかかえられ、私はベッドの上へと導かれた。そして何度も口づけをされて、ふらふらになるまで夢中で求められる。

　ああ、どうしよう。私、すごく興奮して、ジェリーにどうしようもなく抱かれたくて、体中がざわめいている。

「……んっ、はぁ……んん……」

　二人の触れ合う唇から甘い音が鳴り、濃厚な口づけに溺れていく。

　急くようにお互いの服を脱がし、少しでも露出したならそこに触れ合う。滑らかな肌の感触と、高まっていく興奮と体温を感じながら、身体を摺り寄せた。

「美知……、もっと近くに」

「はぁ……っ、あ、あぁ……」

　ベッドの下に脱いだ服を放り投げ、私たちは呼吸を忘れるほど淫らなキスを続ける。

　好きだという感情と裸を晒して、ジェリーに抱きつくと、彼の大きな手が私の胸をきゅっと揉み始めた。

「ああっ、あぁ……」

「美知の胸は、とても柔らかい。そして美しく淫らに揺れる」

　ふわふわと揺らすように揉みしだかれ、そのまま淡くピンクに色づいた胸の先を捕らえられた。優しい手つきでくにくにと転がされると、ビクンと大きく身体が跳ねる。

「あっ！　ん……っ、はぁ、ん……」

「かわいいよ、美知。感じている顔が特にかわいい。こんな顔を知っているのが俺だけというのが、たまらない」

　身体を触れられているだけでも感じているのに、こんな甘ったるい言葉まで一緒に囁かれると、心まで愛撫されているみたい。

　キスを終えた彼の唇は、首筋を強く吸い愛の刻印をつける。そして熱い吐息を吹きかけながら、胸元へ向かうと指で弄っていた乳首へ進み、美しい形の唇で柔らかく食んだ。

「はぁ……っ、あぁ……ん！」

　ぬるりとした舌に転がされる。そして時々強く揉まれ、先端をちゅっと強く吸われると、ぴりぴりとした甘い疼きが全身に響く。

「気持ちいいか……？」

「ふ、ぁ……あぁっ、気持ち、いい……っ」

　まだ経験が少ないはずなのに、彼に愛撫されると、とても気持ちがいい。下腹部に湧き上がってくる熱いものを感じながら、内ももを摺り寄せた。

「どうした……？　そこに早く触れて欲しいのか？」

「えっ……」

「さっきから、何度も腰が浮いている。もしかして……我慢できなくなっているのか？」

　そんなことない、と言おうとしたのに、彼の手は素早くショーツの中に入っていってしまった。

「ひゃん……っ！　ジェリー、待っ……」

　彼の太い腕に手を回して制止させようとしても、もう遅かった。

　私の秘所に触れた指先には、べったりと蜜がつき、卑猥な粘液の絡まる音がしていた。

「ベタベタじゃないか。もしかして、潤滑剤は不要だったか？」

「そ、そんな、こと……」

　否定しても身体は正直で、ジェリーが指を動かすたびにぐちゅぐちゅと淫らな音をたてる。入り口さえもひくつき、彼の指を埋め込んでもらえるのを心待ちにしているようだった。

「素直に欲しいと言えばいい。濡れていることを恥じることはない」

「で、でも……」

　まだ昨日初めて経験したばかりなのに、こんなふうに感じて濡れてしまうことが恥ずかしい。いやらしい子だと思われたくない。

「俺は美知がもっといやらしくなってくれることを望んでいる。だから、そんな考えは捨てろ」

　また勝手に心を読んで――！　と言いたいのに、私の本当の気持ちを知っているジェリーは、待ち焦がれて蜜を溢れさせる場所へと指を挿入し始めた。

「あっ――！　んう……っ」

　太くて硬い指先が挿入されるだけで、全身が震えるほど気持ちがいい。

　潤った狭い蜜壺の中をかき混ぜるように動き始めた指先に翻弄されて、私は嬌声を上げて悦んでしまう。

「あ、あぁ……っ、はぁん……ゃん……っ」

　いつの間にか自ら大きく脚を広げて、ジェリーの指戯に溺れていた。

「今日は昨日よりとろとろだ。そんなに気持ちいいのか？」

「ん……っ。気持ち、いい……、でも、それ以上……したら、おかしくなっちゃいそう……」

「おかしくなってもいいぞ。俺に全部預けろ」

　中を掻き回すだけでなく、彼の指先は敏感な蕾を探しだし、蜜を絡ませてそこも同時に刺激し始めた。

　優しいけれど激しい触れ方で同時に責められると、どんどん息が上がって身体がおかしくなってしまいそうになる。これがどういう状況なのか理解できないまま、どんどんエスカレートしていくことに抵抗できない。

「だめ……っ、だめえ……っ、あああっ！」

　きゅっと目を瞑りながら、迫りくる快楽に身を任せると、今まで味わったことのない感覚に包まれ、目の前が真っ白になった。

「……はぁ、はぁ……」

　一体、何が起こったの……？

　自分自身の身体に起こったことが理解できず、しばらく呆然としていた。

「……達したようだな」

「え……？」

　達した？　それって、イッちゃったってこと？

　身体が燃えるように熱くて昇りつめている間は苦しいのに、気持ちよさが弾けると、一気に解放されて目の前が真っ白になった。

　これがイクっていうこと……？

　少しずつ状況を理解し始めると、ジェリーは私の身体に寄り添い、再びキスを繰り返した。

「美知、そろそろいいか？　我慢できなくなってきた」

　内ももに手を這わされて、ゆっくりと開くように撫でられる。私の脚に彼の硬直したものが押しつけられ、こんなにも欲情しているのだと教えられてしまった。

「う、ん……」

　心の準備はできている。ジェリーのことが好きだし、彼のすべてを受け入れるって決めた。

　まだ慣れないけれど、私の中で彼を感じたい。

　体勢を整えたジェリーは、ドラッグストアで買ってきてくれたローションを手に取り、蓋を勢いよく外した。そして手のひらに少量たらすと、自身の反り立ったものに塗り付けていく。

　ローションがついたことで、艶めかしい形と色になった彼のものを直視できない。恥ずかしくて咄嗟に目を伏せた。

「中にも塗り込んでおいた方がいいかもしれないな」

「……ゃ、あぁ！」

　彼のぬるついた指先が奥まで挿入される。私の中からにじみ出ている蜜よりも、もっと濃厚で粘度の高いローションが塗り込まれると、そこはより一層卑猥な音をたてた。

「は、あぁん……っ、はぁ、ああっ……」

　指でほぐされているとはいえ、まだ狭い入口に彼の鈴口があてられる。滑りがいいので腰を沈められると、すぐに入ってしまいそう。しかしすぐには入れず、何度も蜜口にキスをさせ、くすぐるように動かす。

「あ、やだ……っ、そんな……」

「こうしていると、お前のここが欲しそうに動くんだ。ほら……」

　彼の先端が動くたび、蜜が激しく音をたて、中に欲しいと媚肉が震える。

「や……っ、ああ……」

「早く欲しいか？」

　そんな風に焦らされるのは嫌だ、と目を瞑りながら頷いた。

「そうか……では、望み通り入れてやる」

　彼は満足そうな声で囁いたあと、私の身体を気遣いながら、ゆっくりと少しずつ挿入し始めた。深い括れの部分まで入ると、ジェリーは切なそうな吐息を漏らした。

「……あぁ、すごく締まっている。それに、中はとろけそうなほど熱い。美知の中は、とても気持ちがいい」

「や、あぁ……」

　私もすごく気持ちいい。昨日の痛みが嘘のように、今日は快感だけが広がる。浅いところだけでなく、奥深くまでもっと彼を感じたい、と奥の粘膜がひくつく。

「痛くないか？」

「うん……大丈夫、だよ……」

　私を上から見下ろすジェリーは、優しい眼差しで見つめて、頬を撫でてくれた。その仕草があまりにも優しいから、ドキドキしてしまう。

「どこまで入れてほしい？」

「え……？」

「ここでいいか？」

　まだ先の方しか入っていないのに、ここでいいか？　と問われて返答に困ってしまう。それじゃまだ全然入ってない。すぐに抜かれそうになって、私は思わず腰を揺らしてしまった。

「どうしたんだ、美知。言わないとわからない。もう少し奥まで入れても大丈夫か？」

「う、うん……大丈夫」

「じゃあ、この位か？」

「あ、んん――っ」

　次に挿入されたときは、半分くらいまでしか入っていないようだった。

　それでもまだ足りない。もっと奥まで、彼のものが全部入りきるまで入れて欲しい。でもきっと私が素直に入れて欲しいと言わないと入れてくれないつもりだろう。

　わかっていてわざと最後まで入れていないような気がする。彼は心配そうな表情を浮かべているけれど、その裏には少しいじわるな彼も見え隠れしていた。

「あ、あぁ……っ、ジェリー……」

「どうした？　これじゃ満足していないのか？」

　膣内がきゅうきゅうと彼を締め付け、もっと奥まで欲しいと騒いでいる。

「美知、どうなんだ？」

「あ、あの……っ、もっと……奥まで……」

「ん？　なんだ？　聞こえないぞ」

　絶対わかっているはずなのに、嬉しそうに私を責める彼。

　いじわる、いじわる……。でも――。

「お願い、もっと奥まで入れて」

　こんなこと口にするなんて、恥ずかしくて逃げ出したくなるけれど、ジェリーのことが好きだから言ってしまう。

「いいぞ」

　私が懇願すると脚を持ち上げられ、望み通り奥深くまで押し込まれた。

「あああっ……」

　最後まで入れられて恍惚としていると、彼の腰は断続的に動き始めた。浅い場所を擦られたと思ったら、奥深くまで突き上げられる。淫らな腰つきに翻弄されて、枕の端を強く握った。

「あ、んっ……ふぁ、……っ」

　彼が近くなったり遠くなったりするたびに、声が我慢できなくなり、どんどん乱れていく。このままでは発情した動物のように何も考えられず、ジェリーの身体を欲しがるようになってしまいそうで怖い。

「俺のことをもっと欲しがればいい。遠慮するな、俺はお前のものだ」

「だ、だめ……っ、そんな……ことになったら、私――」

　自分が自分でなくなってしまいそう。こんな自分は知らない。本能のまま揺さぶられて悦び、涙を流して甘い声を上げているなんて……。

「どんな美知でも愛してやる、心配するな」

　ぎゅっと抱きしめられて、ジェリーの熱い肌に溶ける。しっとりとした肌に、逞しい筋肉。滑らかな触り心地の彼の肌に抱き寄せられて、愛おしさが溢れていく。

「ジェリー、好き……！」

　こうして一つに繋がっていることも、隙間のないほど抱き寄せられていることも、すべてが幸せ……。

　こんなに幸せな気持ち、初めて――。

「では、俺とするこの行為も好きになれ。もっとお前から求め、欲しがるほどに」

「……ああっ！」

　組み敷かれていた体勢から起き上がらされ、繋がったまま彼の身体の上に乗せられてしまった。

「ジェリー？　これって……」

「お前が動いてみせろ。俺のことが好きなら、できるだろう？」

　騎乗位になってしまい、ジェリーを見下ろすような体勢になってしまった。下から見上げる彼は、サラサラの銀色の髪をかき上げ、妖艶な眼差しで私を見つめる。

　男性なのに、すごく色っぽい。そんな彼にドキドキしていて動けないでいると、腰をぐっと掴まれてしまった。

「どうした？　動いてくれないのか？」

「だ、って……私、こんなの……恥ずかしくて……」

　ジェリーの青い瞳が私を見つめていると思うだけで、すごく恥ずかしくて泣きそうになってしまう。

「じゃあ、見ないようにしてやる。それならいいだろう？」

「あん……っ！」

　ジェリーは目を閉じてくれたようで、目の上に片腕を置いて私の姿を見ないようにしてくれた。そしてもう片方の手で私の腰を掴み、ゆっくりと引き寄せたり押したりし始める。

「あ、ん、んう……はぁ……っ、ああん」

　下から突き上げられると、いつもとまったく違う感覚がして、ぐりぐりと膣内を掻き回すような動きに眩暈がする。そしてローションと愛液が混ざり合って、泡立つような淫らな音が鳴り、ジェリーの褐色の肌の上を濡らしていた。

「く……っ、はぁ……」

　ジェリーの口元から熱の帯びた声が漏れる。

　目元は隠されているけれど、私の動きに反応して感じてくれているように見える。

　もっと聞きたい……。ジェリーにもっと気持ちよくなって欲しい。

　私が乱れていても見られていないなら……もっと激しくして、高まりあいたい。

　彼に導かれていたように腰を動かしたり、自ら腰を浮かして抽送してみたりすると、身体が燃えるように熱くなって、何も考えられないほど快感が押し寄せてきた。

「あ、あぁ……っ、ジェリー……わ、たし……」

　ジェリーを喜ばせたいと思ってやったことなのに、自分が快楽に溺れてしまった。彼の身体を求めて激しく腰を動かす淫らな私を許してほしい。

「かわいいぞ、美知」

　彼の言葉に気が付いて目を開くと、彼は目を開いてまっすぐに私の姿を見つめていた。

「や……っ、見ちゃ、やだ……ぁ、あぁっ」

　こんな乱れた姿を見られていたなんて、と思うのに、腰が止まらない。身体を起こしたジェリーに引き寄せられて、より激しく揺さぶられた。

「さっきからここにあてて悦んでいたな？　ここがいいのか？」

「あ、あぁ……っ、そこ……だめ……気持ち、いい……っ」

　すっかり彼の形に馴染み、快感で解された蜜壺は、彼の動きに合わせて激しく収縮する。奥にある敏感な部分を知られてしまい、そこばかり突き上げられて擦られるので、強烈な刺激が体中を駆け巡っていく。

「……あっ、あん……っ。ジェリー……わ、たしもう、壊れて……おかしく、なっちゃいそう……」

　目の前がチカチカと瞬きだす。彼にしがみつくように抱きついて掴まっていないと、どこかに飛ばされてしまいそう。

　快楽に溺れて怖がる私のことを撫で、甘いキスをしてくれる彼に一番奥を何度も突かれて、背筋を這いあがっていく快感が強くなっていく。

「美知、俺の全部を受け止めてくれ」

「ん……んんっ、はぁ……あああっ」

　甘くて低い声でそう囁かれたあと、強い衝動を感じて繋がった場所に激しい熱が放たれる。

　朦朧とした意識の中、私は彼のすべてを受け止め、幸せを感じながら頭を霞めた。

















５










　ジェリーに素直に自分の気持ちを伝えたので、私たちは正式に恋人同士となった。

　久しぶりにできた彼氏は宇宙人という異例中の異例のケース。しかもすでに同棲しているという……。

　昼間、私が会社に行っている間は、地球のことを調べるべく、ジェリーはいろいろな場所へ行っているようだった。そして私が仕事を終えるころには帰ってきて、家でまったり過ごす。

　そんな幸せな毎日はあっという間に過ぎていく。

　気が付けば、私たちが出会ってからすでに二週間以上が経過していた。






「……なぁ、美知」

「ん？　どうしたの……？」

　食事を終えてキッチンで後片付けをしていると、背後にジェリーがやってきた。そして背後から腰に手を回され、首筋に唇を寄せられて、ちゅっ、ちゅっと音をたてて肌を吸われる。

「や、あん……もう、くすぐったいよ。洗いものができないでしょ……っ」

「ん……。今日はイデアエル星の愛の儀式をしようと思うんだが」

「え……？」

　そういえば以前彼は、イデアエル星では、セックスがない。その代わりに違う方法で子孫を残す、と言っていた。

　それをしようってこと……？

　また急にそんなことを言い出して……。

　首筋だけでは終わらず、彼の柔らかい唇は耳元へと移動し、熱い吐息まじりの声で囁かれる。

「地球人のやり方で今まで愛し合ってきたけれど、俺の星でのやり方でも愛を伝えたいんだ」

「う、うん……」

　そんな風に誘われると、ぞくぞくと戦慄いてしまって拒否なんてできない。胸を高鳴らせながら振り向くと、次は唇を奪われた。

「ん……っ、んう……」

「とりあえずベッドに行こう」

　イデアエル星の愛の儀式――。

　一体どんなものなのだろう。まったく想像もつかないけれど、ベッドの上でする、というのは変わりないんだ……。

　もしかして黒魔術みたいに蝋燭をたてたり、変な呪文を唱えたりするんじゃないよね？

　あとは血を流したり、痛いことをしたりするんだったら丁重にお断りしたいのだけど……。

　と、頭の中でいろいろな想像を巡らせて警戒していたけれど、そんなこともなく。

　ジェリーはベッドの上で胡坐をかいて、その上に私の身体を載せた。

「大丈夫？　重くない……？」

「いつもセックスするときに上に載っているんだから、今更心配することはない」

「――。まぁ、そうだけど……」

　私たちが初体験して以来、毎日のように身体を重ねるようになっていた。まさかこんなに頻繁にするなんて思ってもみなかったけれど、回数を重ねるごとに感度が増し、愛情が深まっていく。

　最初は慣れなくて痛いし、大変だったのが嘘みたい。

　今じゃ、もっともっとしたいって思うほど彼に溺れている。

　そんなことより。

　ジェリーは私のことを載せて、静かに目を閉じて、精神を集中させているようだった。あまり話しかけてはいけないような雰囲気に圧倒されて黙って見つめる。

「美知、お前も目を閉じろ。そして俺のことだけを想い、そして口づけるんだ」

「うん……」

　言われるがまま、私は目を閉じてジェリーのことを考える。






――こんなに好きになるつもりなかったのに、いつの間にかジェリーのことが大好きになっていた。

　好きになることに理由なんてなくて……。

　一緒にいると楽しくて、毎日がドキドキ、ワクワクの連続で。

　今まで生きてきた中で、今が最高に幸せ。

　ジェリー、大好き。






　そして私はジェリーの首に手を回し、そっと唇を寄せた。

　すると、その瞬間、目を閉じているはずなのに、目の前は閃光に包まれ真っ白になった。全身は燃えるように熱くなり、息ができないほど強い風が吹いてくるような感覚に襲われる。

　え、ええ……!?　何、これ……っ。

――大丈夫だ、心配するな。すべてをこの光に任せて、俺のことだけを考えろ。そして俺との子を望み、俺と生涯を共にしたいと強く願うんだ。

　頭の中に直接ジェリーの声が響いてくる。言葉ではなく、心で話をしているような感覚。

　ジェリーのことを想い続けていると、目の前の眩い光が粉々に砕け散り、真っ暗な宇宙の中にいるような映像が広がる。

　散らばっていった光たちは、星のように煌めき、キラキラと流れていく。その映像を見ていると、今度はジェリーの姿が見えてきて、彼に手を差し伸べられた。

――美知、愛している。俺とお前は一つになるんだ。

――ひとつ……？

　地球人のセックスは肉体的に繋がるというものであるのに対して、イデアエル星のこの行為は、精神的に繋がる行為みたいだと感じた。

　ジェリーに導かれて唇を重ねると、頭の芯まで溶かされるように甘く痺れていく。今まで味わったことのないような高揚感に包まれ、言葉では言い表せないような強い精神的快楽に襲われる。

　こんな強い快感を知ってしまったら、もう二度と戻れなくなりそう――。

　信じられないほどこの行為に陶酔し、いつの間にか気を失ってしまっていた。






「……ち、美知……」

　遠くの方で名前を呼ばれている。体も揺さぶられて、私はうっすらと目を開いた。

「……ジェリー」

「美知！　よかった、目覚めないかと心配してしまった」

　ベッドの上で気を失っていたようで、まだ覚醒していない状態のうつろな瞳でジェリーを見つけた。

　彼は心配そうな表情を浮かべ、私の顔を上から覗き込んでいた。

「地球人には刺激が強すぎたのかもしれない。無理をさせてしまってすまない」

「ううん……大丈夫……」

　彼の上に座って、何も動いていなかったはずなのに、体が鉛のように重い。ひどく体力を消耗してしまったようで、自ら体を動かすのが困難な状態に陥っていた。

「これで俺たちは正式に恋人同士だ。イデアエル星の儀式も交わしたことだし、誰にも文句は言わせない。美知が俺のフィアンセであることが確固たるものになった」

　……文句？　そんなことを言う人がいるの……？

　そんな疑問が浮かぶけれど、ひどく疲れているせいで、その質問をする元気もない。

　ジェリーが嬉しそうでよかった……。ただそれだけに尽きる。

　疲弊した私はそのまま目を閉じて、朝まで眠ってしまった。










　翌朝――。

　一晩寝たことによって、昨日の疲れは嘘のように取れており、体は軽くなっていた。

　そしてベッドから体を起こすと、私の隣にはすやすやと眠っているジェリー。

　…………と、その隣に見知らぬ褐色の女性が眠っていた。

「え、ええええっ」

　金色の長い髪が美しく、目は閉じられているけれど、とても麗しいことがうかがえる。健康的な肌によく映えた白いシンプルなドレスを纏った女性……。

　だ、誰、この人！

　目の前の衝撃的な状況に驚いていると、横から肩をポンポンと叩かれた。

「おはようございます、美知さま」

「ひゃっ……！」

　声をかけられて振り返ると、そこにはジェリーと初めて出会った日に通信で話していたリズさん本人が立っていた。

「勝手にお邪魔してしまい、申し訳ございません。昨夜遅くに地球に到着し、こちらにやって参りました。美知さまはすでにお休みでしたので殿下に許可を得て入れさせてもらいました」

　で、家に入ったってことなのね？　なんとも強引な……。

　でも追い返すわけにもいかなかっただろうし、起きていたとしてもこの状況にはなっていたんだろうけど。

「殿下がご迷惑をおかけしたこと、深くお詫び申し上げます」

「いえ……。リズさんも、遠いところご苦労さまです」

　それよりも……。この狭いベッドに無理矢理寝ている女性。しかもジェリーの体にべったりと密着しているこの人は一体誰？

「あの……リズさん、この女性は……？」

「この方は、殿下のご友人であるフェイレイ・アズヴァンさまです。殿下がいなくなったと聞いて、一緒に迎えにいくと同行されてきたのです」

　お友達……。ほんとに？　この距離感からいって、友達には見えないよ。彼女っぽいけれど……。

　二人が密着して眠っている様子を怪訝そうな瞳で見つめていると、ジェリーも目を覚ました。

「おはよう、美知」

「……おはよう」

　いつも通りの目覚めで、私ににっこりと微笑むジェリー。そして体を起こすと私の後頭部に手を回してキスをした。

「殿下……っ！　なんてことを！」

　その様子を見て、リズさんは慌てふためきだした。

「リズ、朝からうるさいぞ。静かにしろ」

「何を言っているんですか！　キスは結婚をする相手としかしてはいけないという決まりがあるではありませんか！　いくら地球上では関係ないとはいえ、イデアエル星の王子たる方がそんな真似をしてはいけません！」

「えええっ、そうなんですか!?」

「そうです。イデアエル星の者はエネルギーを唇を通して交換することができるのですが、誰とでもしていいわけではありません。生涯の伴侶とだけ、してもいいという決まりがあるのです」

「そうなんだ……」

　リズさんから説明を聞いて、驚愕なんですけど！　ジェリーってば、私と出会ったその日にキスをしてきましたけど!!

　一体、どういうことよ？

「心配するな、リズ。俺は美知と結婚することにしたんだ」

「―――――」

　リズさんの顔が引き攣り、声も出ないほど驚いているようだった。

「で、殿下……っ。正気でございますか？」

「当たり前だろう。こんなことを冗談で言うわけがない」

　リズさんはジェリーの言葉を聞いて、慌てふためいて、声を震わせながら話す。

「美知さまは、急に現れた殿下の面倒を快く引き受けてくださり、本当にいい方だと存じ上げます。しかし結婚の相手、となると話は別です。殿下はイデアエル星の次期王になる方なのです。他の星の方と結婚など許されるはずがありません」

　確かに、そうだよね。リズさんの話は、正当なものだと思う。

　最初に心配していた通り、地球人である私はイデアエル星で生活できるわけがない。それに、ジェリーは王子さまだし、遠距離別居婚が許されるような立場でもない。

　二人の気持ちが盛り上がって、恋人同士になった、結婚したい！　なんて浮かれていたけれど、物理的に考えて無理な話だったのかもしれない。

　リズさんの話を聞いて肩を落としていると、ジェリーは私の頭を撫でて、頬に唇を寄せた。

「心配するな。俺たちはもうディングレットを済ませた。正式な恋人になったのだ」

「殿下～～～っ」

　ディングレット……？　と不思議そうな表情を浮かべていると、ジェリーは、にっこりと微笑みながら耳元で「昨夜のあのことだ」と囁いた。

　あの愛の儀式の名前が、ディングレットというものなのか……。

　どうやらアレをしていると、恋人同士になるらしい。しかもそれをしていることは、すごく効力が強いみたいな雰囲気。

　昨夜、ジェリーは私に「美知が俺のフィアンセであることが確固たるものになった」と言っていたもんね。そういうことだったのか……。

「ジェリエン、今の話、本当なの？」

　ジェリーの隣で眠っていたはずの女性は目を覚まし、私とジェリーを睨みつけた。

「ああ、そうだ。俺は美知と結婚することにした」

「そんなの、この私が許すわけがないでしょ？　ジェリエンと結婚するのは、私よ！」

　ほらほらほらーっ。私の予感的中じゃない。この人、絶対こういうライバル的存在の人だと思ったんだよーっ。

　ジェリーってば、フィアンセとか恋人とかいないって言ってたのに、やっぱりいるんじゃん。

　王子さまとか、絶対そういう人いるもん！　小説とか漫画とか読んでいると、こういう設定は鉄板だし！

　フェイレイさんと呼ばれている女性は、ブロンドの髪に健康的な褐色の肌をしており、瞳はエメラルドのようなグリーン。日本人とは違う彫の深い大きな目はキラキラと輝いていて、見つめられたら吸い込まれてしまいそう。

　思わず見とれてしまうような美貌で、ジェリーと並んでいると美男美女のカップルに見えて、すごくお似合いだと思って悲しくなってしまった。

「フェイレイ。お前とは結婚しないと何度言ったらわかるんだ。お前のことは好きじゃない」

「ジェリエンは私のことを、お嫁さんにしてくれるって言ったわ」

「それは、お前が……」

「ええい、もう何なの、この状況！　私は今から仕事に行く準備するんだから、どいてーっ」

　このまま三人の話を聞いていたら埒が明かないと思った私は、ジェリーの腕からすり抜け、ベッドから脱出した。

「美知……っ、誤解だ、ちゃんと話を……」

「とにかく、仕事から帰ったら聞きます」

「わ、わかった……」

　このパツキンの女性に結婚を約束していたですって？　聞き捨てならない。けれど会社に行く時間が迫ってきている。

　帰ってきたら、じっくり聞かせてもらうわよ。

　腹をたてながら急いで用意を済ませ、三人をマンションに残したまま会社へと向かった。






「……はぁ」

　お昼休憩の時間、私は会社の隣にある小さなカフェで一人ため息をついた。

　まさかジェリーに彼女（とは言ってなかったけれど、それっぽい存在の人）がいたなんて……。

　いないって言っていたくせに。ああ、もうやだ……。

　結局私って、ジェリーにとって何だったの？　地方妻――もとい、他星妻みたいな感じ？

　地球に来たときだけ遊ぶオンナにしたかったのかな？

　いやいや、ジェリーはそんな不誠実な人には思えないし、そんな人だと思いたくない――。

　でも実はそんな人だったってオチで、恋愛経験が少ない私は騙されているだけ……？

　恋は盲目と言うけれど、私もそうなっちゃっているだけなのかな。いやいや、そんなことはない。ジェリーと私は付き合っているのよ。彼氏のことを信じなきゃ！

　でも……リズさんの言う通り、ジェリーは王子さまだし、やっぱり結婚するなら同じ星の人の方がいいに決まってる。

　それにリズさんたちがここに来たってことは、もう自分たちの星に帰ってしまうってことだよね？

　私たちが一緒にいられる時間の終わりがどんどん近づいてきている。

　このままサヨナラするなんて嫌だ。もっとずっと一緒にいたい……。好きになればなるほど、離れるのが嫌になる。

　そんなことわかっていたはずなのに……。一緒にいる間に気持ちにブレーキをかけられなくなってしまっていた。

　大好きなジェノベーゼのパスタを残してしまうほど、自分でも予想外なほどひどく落ち込んでいるみたい……。










　退社時刻になり、いつものように会社を出ると、ジェリーが私の帰りを待っていてくれた。

「おかえり、美知」

「ジェリー」

　昼間はあんなに落ち込んでいたのに、ジェリーの顔を見ると、やっぱり嬉しく思ってしまう。迎えにきてくれたことが嬉しくて、思わず駆け寄ってしまった。

「今朝は嫌な思いをさせてしまって、すまなかった」

「ううん……」

「フェイレイのこと、誤解しているんじゃないか？」

「…………」

　誤解……。ほんとにそうなの？

　結婚の約束をしたって言っていたよ？　それに彼女はジェリーのことを地球まで追いかけてきたじゃない。それだけ本気ってことじゃないの？

「違うんだ、フェイレイは本当に友人だ。お嫁さんにしてやるって言ったのも、幼いころの口約束で……。結婚しないと嫌だと駄々をこねるものだから、その場で仕方なく言ったものだ。それに、フェイレイはつい最近まで他の男性と付き合っていた。それなのに、別れたからと言って、俺に乗り換えようとしているだけで……」

「ほんとに……？」

「本当だ」

　ジェリーは真剣な眼差しで私を見つめ、手をぎゅっと強く握った。

　するとその二人のやりとりの映像が頭に流れこんでくる。幼いころのジェリーの前で、フェイレイが泣きわめき、どうしても結婚してほしいと懇願して地団駄を踏んでいる。その様子に困り果てたジェリーが仕方なく「お嫁さんにしてやる」と言っていた。

　その映像を見て、少しずつ心の霧が晴れていく。

　信じて欲しいと願っている彼の真剣な眼差しを見つめ返し、私はにっこりと微笑んだ。

「うん、わかった。ジェリーのことを信じるよ」

「美知……！」

　私がそう言うと、ジェリーはホッとした様子で、微笑み返してくれた。

「それより……もう帰ってしまうの？」

「そうだな。明日には出発するつもりだ。でもすぐに地球に戻ってくる」

「ほんとに……？」

　ほんとに、そんなことができるのかな……。

　今回はテレポーリングを持っていたから、勝手に星を抜け出して地球に来られたのだろうけれど、リングが壊れてしまった今、宇宙船で来るしか方法がないみたいじゃない。往復で一ヶ月もかかるような距離だって言っていたよね。

　王子さまが星を抜け出して、地球に頻繁に来ることなど不可能に近いのではないかと思ってしまう。

　そうなれば、この別れで、ジェリーともう会えなくなってしまうかもしれない。

「どうした？　美知……？」

「ううん、何でもないよ」

　ジェリーを信じるって決めたのに、どうしてこんなに不安なの……？　寂しさが心を埋め尽くして、まだ一緒にいるのに悲しみでいっぱいになる。

　でもこんなことを思っているなんて知られたくない。読まれないように、心を閉ざす。

「帰ろうか」

「うん」

　私たちは手を繋いで、マンションへと戻った。










　マンションの前に到着すると、リズさんとフェイレイさんが私たちの帰りを待っていた。

　異彩を放つ二人の美しさと服装のせいで、通りすがりの人々は物珍しそうに見ていく。

「殿下、今から宇宙船の様子を一緒に見に行っていただけませんか？」

「何か不具合でもあったか？」

「念のため、出発前にメンテナンスをしておきたいのです」

「……わかった」

　上空に置いてあるという宇宙船に行くことになったジェリーとリズさん。ふと嫌な予感がよぎる。フェイレイさんはどうするんだろう……。

　ちらりとフェイレイさんの方を見ると、ばっちり目が合ってしまった。

「リズ、私はここに残るわ。一緒に行ってもメンテナンスなどできないから足手まといになるだけだし」

「承知いたしました」

　あああ、嫌な予感的中……。二人が帰ってくるまでフェイレイさんと二人きりになっちゃうなんて。ちょっと憂鬱だな……。

「美知、すぐに戻ってくるからな」

「うん」

　ジェリーは私の頭を撫でて、ちゅっと軽いキスをした。

「でーんーかーっ」

　キスをしてはいけないと言われていたのにもかかわらず、まったく気にする様子がないジェリーは、リズさんを挑発するかのようにもう一度キスをする。

「誰になんと言われようと、美知と結婚するんだ。俺はそう決めた」

「……その話は、あとでゆっくり聞きますので……。とりあえず宇宙船のメンテナンスに行きましょう」

　リズさんに引っ張られて引き離されたジェリーは、いたずらに笑って私を見つめていた。

　ジェリーはまったく不安などないんだね。私ばかりこんな不安に思っていて……なんだか複雑な気分。

「じゃあ、行ってくる」

「うん」

　リズさんとジェリーは二人でテレポートをして宇宙船へと向かった。
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「美知、部屋に戻りましょう。さっきから私に向けられる地球人の野蛮な視線が不快だわ。見られているだけで穢れてしまいそうよ」

「は、はぁ……」

　さすがジェリーの友人の発言だ。きっと彼女も一般人ではなく、イデアエル星の上流階級のお嬢様なのだろう。そうでなきゃ、ジェリーと幼いころから一緒に遊んだりできないだろうし。

　二人でエントランスに入り、エレベーターに乗って部屋に向かう。

　ああ、気まずい……。きっと私のことをいいようには思っていないだろうから、話しかけられるたび怯えてしまう。

「あなた……。どうやってジェリーをそそのかしたの？」

「え……？　どうやってって……」

　どうやっても、こうやってもない。彼が突然現れて、部屋にあがりこんできて、裸を見せたり一緒に寝てほしいと言ってきたりして、ぐいぐい私の生活に入りこんできたのだ。

　私から色仕掛けをしたわけでも、モーションをかけたわけでもないから、そう聞かれると困ってしまう。

「彼は本当に異性に興味のない人だった。私が何度告白しても響かなかったのに……。よほど地球が好きなのね。あなたは地球人だから好かれているのよ。珍しいからだわ」

「……かも、しれませんね」

　反論する気にもなれず、力ない返事をする。

　それと同時に五階に到着し、エレベーターの扉が開いた。

　背後から痛いほどの視線を感じる。きっとフェイレイさんは私のことを睨んでいるに違いない。敵意むき出しで困ってしまう。

　部屋に入っても、不機嫌なままの彼女。テーブルに向かい合うように座ると、再び口を開いた。

「……で、まさか本当にあなたも結婚しようと思っているわけじゃないでしょうね？」

「いや、その……」

　そう聞かれると難しい。したいという気持ちはあっても、そうはできないという現状も把握している。

　そもそも結婚というよりも、恋人としてまだ間もない私たち。これからってときに離れ離れになってしまうのが一番辛い。

「ジェリエンは昔から他の星のことばかり勉強していて、まだ世間知らずの王子さまなのよ。だからこんな夢みたいなことを口走っているんだわ。あなたからも言ってあげてよ。結婚などできないって」

　ジェリーのことを思うのなら、そう諭してあげるのが愛情だ、とも付け加えられた。

　私とジェリーが結ばれたことは、ほんの一時の気の迷いだった――と。そう言うべきだと責めたてられる。

「私たちは明日イデアエル星に帰るわ。もう二度と地球に来ることはない。今回の身勝手な行動のせいで彼の父である王はお怒りだし、ジェリエンはもう二度と他の星に行くことはできないでしょう」

　そんな……。やっぱり私の予想通りの展開になっていたんだ。

　明日お別れしたら、もう二度と会えなくなる……。その言葉を聞いて、私の胸は引きちぎられるように痛み、苦しくなった。

「あなたも苦しいでしょう？　好きになった相手と絶対に結ばれないなんて……。この先ジェリエンのことを忘れられず生きていくのは辛いはずよ。だったら、これを飲めばいい」

　フェイレイから手渡された、一粒の青いカプセル。手のひらに乗せて黙って見つめる。

「これを飲めば、この数週間のことは忘れることができる。きっとジェリエンはイデアエル星で飲まされてあなたのことは忘れるでしょう。だったらあなたも……忘れた方が楽になれる」

　ジェリーとの記憶をなくす……？

　そんなの絶対に嫌。ジェリーのことを忘れるなんてそんな悲しいことはない。この先、どんなに辛い思いをしてもかまわない。彼を好きになった気持ちまで消してしまうなんて考えられない。ジェリーが私を忘れてしまっても、私は忘れたくない……！

「さぁ、飲みなさい」

「飲みません」

「どうして！　このまま覚えていても、何もいいことなんてないのよ！」

　言うことを聞かない私に苛立った様子のフェイレイさんは、立ち上がり私のことを鋭い眼差しで睨みつける。

「ジェリーが私を忘れてもかまわない。けれど、私は絶対に忘れたくない。もう会えなくなっても、ずっと彼のことを想い続けるから」

「私、頭の悪い女性が一番嫌いなの。この薬で、今までのことをなかったことにしてやるって言っているのに、わからないの？」

　じりじりと私に迫ってくるフェイレイさんは、今まで見せたことのないような恐ろしい顔つきで見下ろしてきた。

　このまま殺されてしまうんじゃないかと恐怖を感じるほどに殺気立っていて、私は思わず後退りする。

「ジェリエンは私の夫になる男性よ。その彼が少しおイタをしたみたいだから、妻として寛大な心で許してあげようと思っているのに、まさか手を出した女性がこんなにも頭が悪いなんて……困ってしまうわ」

「フェイレイさん……？」

「地球人ごときがイデアエル星の者に勝てると思わないで。あなたを消すことなんて容易いのよ」

　どうしよう、どうしよう……。このままじゃ、私危ない!?

　金色に輝く髪を振り乱して、彼女は私の上に跨る。そして短剣を取り出し私に突きだした。

「やめて……！　フェイレイさん……っ」

　手を大きく振りかざし、私は咄嗟に目を閉じた。

　もうだめだ――。

　ジェリー、助けて！

　心の中でジェリーの名前を叫ぶ。もうだめだと覚悟をしていたのに、体に衝撃や痛みなどを感じることなく、静かな時間が流れた。

　一体、どうなったのだろうと恐る恐る目を開くと、フェイレイさんの手首を掴んでいるジェリーが立っていた。

「……フェイレイ、何をしている」

「ジェリエン……私……」

「リズ、この女を捕まえろ。星に帰ったら、相応の処分を下す。覚悟するんだな」

「……承知致しました」

　ジェリーの背後にいたリズさんは、フェイレイさんを私から引き剥がし、暴れる彼女を取り押さえた。

「ジェリエン、待って！　私は、何も……っ」

「お前と話すことはない」

　話を聞いて欲しいと懇願するフェイレイさんを冷たく突き放つジェリー。こんなに怒っているジェリーを見たのは初めてだった。

　相応の処分って何だろう……？　このままじゃ、フェイレイさんの方が危なくなってしまう。それだけは避けないと。

　きっとジェリーのことを想って、一時の気の迷いでこんなことをしただけ。私が言うことを聞かなかったから頭に血が上ってしまったに違いない。

　私は体を起き上がらせ、ジェリーの足元にしがみついた。

「待って、ジェリー。フェイレイさんは悪くないの。私が怒らせてしまったから……」

「美知！　この女をかばうのか。お前を殺そうとしたんだぞ」

「何かの間違いよ……。きっと本気じゃないはず」

　ジェリーは私を見下ろし、深いため息をついた。

「美知。お前はどこまで優しいんだ。フェイレイは本気でお前を殺そうとしていたんだぞ。もしお前の身に何かあったら、俺は生きていかれないんだ。わかっているのか」

「……ジェリー」

　私の目の前にしゃがみこんだ彼は、とても心配そうな表情を浮かべて私の頬を撫でた。

「リズ、とにかく美知と二人きりにしてくれ」

「かしこまりました」

　リズさんはフェイレイさんを拘束したまま、テレポートをして姿を消した。静まり返る部屋の中、ジェリーはもう一度静かに息を吐く。

「いつも美知の心はオープンで、何を考えているか教えてくれていたのに、今朝からお前の心の声が聞こえなくなったから心配していたんだ。もしかして……俺のことを嫌いになったのではないか？」

「そんなこと……」

　確かに不安に思うことが多くて、心を読まれないように閉ざしていた。こんな風に疑ったり、不安に思ったりしていることを悟られたくなかった。

　帰らないでほしいと思う気持ちも、一生懸命抑えておかないと溢れてしまって、ワガママを言って困らせてしまうことが目に見えているから……。

「何か思うことがあるなら、素直に言って欲しい」

「何もないよ」

「うそをつくな。俺たちの間にうそはいらない」

　意地を張っても、ジェリーには通じない。まっすぐに見つめられると、涙が溢れてしまって、うそだとバレてしまう。本当は笑顔でお別れしたいのに……。

　もう会えなくなるってわかっていても、彼の記憶が消されてしまうとわかっていても、最後まで明るく過ごしたかった。

　でも、どうしようもないほど寂しくて、悲しくて、涙が止まらなくなってしまう。

「ジェリー、離れたくないよ。ジェリーがいないと寂しい……こんな風に言ってはいけないって思って、ずっと我慢していたんだ」

「美知……」

「笑顔でお別れしようって決めていたのに……ごめん」

　止めどなく溢れていく涙のせいで、ジェリーの顔が滲んで見えない。もっと彼の顔を見つめていたいのに。

「美知、大丈夫だ。俺は必ずお前を迎えにくる。絶対に」

「うん……」

「だから心配はいらない。俺を信じて待っていてくれ」

　ジェリーは私の頬の上を零れていく涙を拭って、唇を奪い、そのまま体重をかけて床の上に押し倒した。

「俺がこう言っても、まだ信用できていないのだろう？　お前の心の中は不安でいっぱいだ」

「そ、そんな……」

「大体、お別れってなんだ？　俺がいつお前と別れると言ったんだ？　一時帰星にすぎない。すぐに戻ってくると言っているだろう？」

　私が勝手にもうだめだと諦めていたことが、彼にとっては許せないようで、何度も強引に唇を奪われる。

「ジェ、リー……っ、んん……っ」

「お前は俺のことをわかっていない。どれだけお前を愛し、大事に想っているのか。半端な気持ちで好きだと囁いたわけではない。もっと思い知らせないといけないみたいだな」

「ん、んう……っ、はぁ……あぁ」

　唇を解放されたと思って、息を吸い込んでいるうちに、彼の熱い唇は首筋へと移動し、柔い肌を噛みつくように貪られ、きゅっと吸い付かれた。

　きっとそこは赤く染まり、鬱血しているに違いない。

「どれだけ離れていても、お前は俺のものだ。俺はそう決めたんだ」

「あぁ、ふ……、あん……っ」

　強く吸われた場所が熱い。ちりちりとした痛みが、心地いいと感じる。洋服を強引に剥がされて、私は下着だけの姿にされてしまった。

「こんな風に抱き合うのも、お前とだけだ。俺にセックスを教えたのは、お前なんだぞ。わかっているのか」

「……わか……っ、て、あぁ……っ」

　ブラジャーの上から胸を揉みしだかれ、彼の手によって揺れている。そして下着からはみ出ている部分に唇を寄せ、食むように口づけられた。

「ここは誰のものだ、言ってみろ」

　ブラジャーを脱がせると、谷間に舌を這わせ始めた。ぬるぬるとした熱い舌が味わうように、乳房の上を滑っていく。

「ゃ……あぁ！　ジェリーの、もの……。あんっ」

「そうだ。ここは？」

　ピンクに色づく胸の先を舌で捕らえると、くるくると激しく動き回る。そしてバランスのいい唇で吸い寄せられて、乳首はピンと張りつめた。

「あぁ……ん、はぁ……、ジェリーの……もの」

　息を乱しながらも何度も彼の名前を呼ばされて、私のすべては彼のものなのだと教え込まれる。

　彼の唇で身体に愛撫されていくたび、私の身体の一部が存在していることを知る。甘く痺れるような快感が身体の奥から目覚め、下腹部が熱を持ち始めていた。

「ここも……俺だけのものだろう？　俺以外のものは受け入れることのない、俺だけのものだ」

「あっ――」

　脚からショーツを抜き取られ、太ももの奥にある秘めたる場所へと進み、媚肉を広げて淫蜜の出所を指で探られた。

　彼はまだ閉じたままのその場所を広げ、ぬるついた蜜をわざと音をたてて鳴らしてみせた。

「や、だ……ぁ、そんな……ああっ」

「こんなに濡らしているのは、俺のものが欲しいからだろう？」

　まだ触れられて間もないというのに、ぐずぐずに濡れてしまっているそこは、彼に開発され慣らされてしまった場所。

　ジェリーの太くて逞しい肉の塊を受け入れ、愛を放たれるのを心待ちにしている。私のそこは彼に馴染み、彼のものを受け入れると喜びに満ちて蜜を溢れさせるようになってしまった。

「美知、どうなんだ。言ってみろ」

　ジェリーの硬くて太い指先が、ぐっと押し込まれる。そして中を掻き回すように動かされて内側の粘膜を擦られると、腰がビクビクと引き攣った。

「あ、あぁ……っ、ジェリーの……が、欲しいから……濡れてるの……」

「そうだろう」

　私の反応を見て愉しんでいるジェリーは、満足したようでにっこりと微笑んだ。

「かわいくて素直な恋人には、存分に満足してもらえるよう愛さないとな」

「あんっ……」

　秘部に埋め込まれていた指を抜かれて、物足りなさに身体が震えた。いなくなってしまった指の存在を追い求めて、中がうねって欲しがっている。

　床の上で押し倒されていたのだけれど、ジェリーは私の身体を抱きかかえ、ベッドの上へと移動した。

「俺を見くびらないでほしい。言っておくが、お前を簡単に手放す気はない」

「ジェリー……？」

「しっかり身体に教え込んでおく」

　洋服を脱いだジェリーの身体。瑞々しい褐色の肌に、逞しい筋肉のついた男らしい体躯。見とれてしまうほどの裸体に頬を赤らめていると、私の脚を大きく開かせ、舌をぐるりと押し付けるようにして舐め始めた。

「は、あ……ああっ、ん、あぁ……」

　まるでディープキスをするように濃厚に形をなぞり、蜜を吸い尽くすように舐め上げられる。

　やめてほしいと思ってジェリーの方を向くと、開いた脚の間で美味しそうに舐めている様子が見えて、余計に感じてしまった。

　ビクビクと動く腰を掴まれ、ぐっと彼の方へ引き寄せられると激しくされた。

「や、あぁ……もう、だめ……ぇっ」

　蜜口だけでなく、興奮のあまり膨れてしまった蕾まで見つけられてしまい、容赦なく愛撫される。もう嬌声を上げることしかできなくて、押し寄せてくる奔流に飲み込まれてしまいそうになっていた。

「だめ……え、ジェリー……お願い……」

「だめだ。美知をこんな快楽に溺れさせてやれるのは、俺だけだということを教えているんだ。俺にこうされていることをもっと悦べ」

　これ以上されたら自分が自分でなくなってしまいそうで、壊れてしまいそうだと思うのに、まったく手を緩めてもらえない。むしろ追い詰めるかのように攻められ、目の前が霞み始める。

　開いた脚は、もうこれ以上無理だというほどに開き、足先はピンと伸びて今から迫ってくる愉悦に構えている。

「あ、ああんっ、ぁ――」

　目の前が瞬き、何も考えられなくなった。真っ白に塗りつぶされて、呼吸が止まってしまうのではないかというほどの強い衝撃が体中を襲った。

「はぁ……はぁ……」

　強い衝動を受けて乱れた息を何とか戻そうとしていると、次は彼の屹立があてがわれた。間髪入れずにぐっと奥まで押し込まれると、そこは淫猥な音をたてて素直に根元まで咥えこんでいく。

「あぁ、いいぞ。美知の中はとても気持ちがいい」

「は、あぁ、んんっ……！」

「美知、愛している。こうして繋がれることを幸せに思う」

　奥深くまで差し込まれ、彼の存在を私の中に感じることができる。苦しいほど下腹部が圧迫されているのが嬉しい。

　ぐっと最奥まで突き上げられると、背筋に快感が走ってのけ反った。そして容赦なく引きずり出され、再び奥まで突き上げられる。その抽送に酔いしれて身悶えていると、彼は身体を倒して私の唇に触れた。

「このまま……ディングレットしよう」

　肉体的に繋がって快楽を得ている状態で、あの愛の儀式をするなんてどうなってしまうんだろう。

　壊れてしまってもいい。どうなってもかまわない。彼のすべてを受け止めたい――。

　この胸に渦巻いていた不安を消し去り、ジェリーのことだけ考えて生きたい。

「うん……。ジェリー、大好きだよ。愛してる」

「美知……」

　一つになったまま、私たちは唇を重ね合わせ、精神を集中させてディングレットをし始める。

　あのときと同じ感覚が頭の中を巡り、目の前が閃光に包まれ真っ白に染まる。セックスで感じる絶頂よりも遥かに強い刺激、そして愛されているのだという実感が押し寄せ、すべての不安がかき消される。

　肉体的にも精神的にも、私たちはもう誰にも引き離せないほど強く結ばれたのだと感じた。

　ディングレットをしながら、下から突き上げられ、どうしようもない高揚感に包まれる。

「あ、あぁ……っ、ジェリー……、私……もう……」

　愛されているということを強く感じているせいか、いつもより大胆に彼の律動に合わせて腰を振ってしまう。

　こんなに淫らに彼を求めてしまうなんて、信じられない。けれどそうやって彼からの熱を搾取しないと満足できない身体は、コントロールできないほどに乱れていく。

「美知……、ああ……」

　吐息まじりの甘い呼びかけに恍惚とする。そしてもうこれ以上ないほど奥にねじ込まれて、彼から放たれる滾りをすべて飲み込んだ。

「お前は俺のものだ。誰にも渡さない。……わかったか？」

　注がれた熱に恍惚としながら、私は涙を流しながら彼の言葉にゆっくりと頷いた。
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　あの日、愛の契りを交わした私たちは、別れを惜しむように朝が来るまで何度も重なり合った。

　一緒にいるときは幸せな気持ちで満たされるのに、離れるとやっぱり寂しく思ってしまう。

　好きになる、ということはこういうことなんだってわかっているけれど、ジェリーがいないと心が半分欠けたように感じて早く会いたいと強く願っていた。

　大丈夫、すぐにまた会える。ジェリーを信じるって決めたんだから……！

　もしかしたらフェイレイさんが言っていた通り、もう二度と地球に来ることはないかもしれない。私のことを忘れてしまうかもしれない。けれど、私はいつまでも信じて待つって決めた。だから、どれだけの時間がかかっても待ち続けよう……。

　別れ際――、フェイレイさんの処分のことももう一度お願いしておいた。きっとジェリーを想うがゆえの行動だろうから、どうか重い処分などはしないでほしいと。話せばきっとわかってくれる。

　私が何度もお願いするものだから、ジェリーも折れてくれたようで、処分は軽いものにすると約束を交わした。

　こうして私とジェリーは離れ離れになってしまった。

　彼がいなくなった部屋。長年住んでいるワンルームの狭い部屋なのに、ジェリーがいなくなってやけに広く感じる。

　彼に会う前の、いつもの日常が始まる――。

　会社と家との往復だった退屈な日々。だけど今は違う。たまにすごく寂しくて涙を流す日もあるけれど、いつか再び会える日を楽しみにして、大好きなジェリーを想い、胸を焦がしながら待っている。






　一か月後――。

　いつも通りの生活を送っていたのだけれど、急に食欲がなくなってしまった。何を見ても、食べたいと思わない。それに料理の匂いを嗅ぐと気分が悪くなる。

　……どうしちゃったんだろう？　風邪でもひいたのかな。数日前からずっと熱っぽい。今日は早く帰って寝よう……。

　ただの風邪だと思っていたのに、その症状は日が経つごとに悪化していき、ベッドから起き上がるのでさえも辛くなってきた。

「……一体、何なの。これ……」

　それに加えてお風呂に入るとき、いつも適温だった温度では冷たく感じるようになった。ジェリーが丁度いいと言っていたぐらいの温度まで上げないと温かいと感じない。

　明らかに体調の変化を感じて、不安がよぎる。

　それに今月、生理が来ていない。もしかして……。

　まさかと思いつつも、妊娠検査をしてみることにした。

「うそ……」

　予感的中、陽性反応が出ており、私はジェリーの子供を妊娠していた。

「どうしよう……。すごく嬉しい」

　私の中にジェリーとの赤ちゃんがいる……。その奇跡が信じられなくて、胸がいっぱいになって涙が溢れた。

　もうここにはジェリーはいないのに、彼との子供ができて一人じゃないんだって思えると心強く感じて喜びが湧き上がってくる。

　でもそれと同時に、大きな不安も押し寄せてくる。

　私一人で育てていけるのかな……。初めての妊娠、それに父親であるジェリーはいない。一人で子供を育てるには、相当な覚悟がいる。地球人同士の子供でもないし、通常の出産と同じで産めるのかどうかもわからない。

　不安なことだらけだけれど、この新しい命を大事にしたい――。その想いだけは絶対に変わらない。

　どんなことがあっても守ってみせる！　ジェリー、私、がんばるよ。






　こうしてシングルマザーになることを決めた私。

　彼に出会って、恋をして、こうしてママになれたことが本当に嬉しい。

　その日の夜、真っ暗で静かな部屋の中。窓が開いていないのに、カーテンがひらひらと激しく揺れた。

　体調が悪いせいで浅い眠りだった私は、異変に気が付いてそっと目を開いた。

――誰か、いる……？

　ベッドの上で布団にくるまりながら、とっさにお腹に手を回して息を殺す。

　ちゃんと戸締まりをして寝たはずなのにどうして？　一体なんだろう、と警戒しながら身を縮めていると、ベッドの上に何かが乗り、ぎしっと音をたてて揺れた。

　……すぐ傍に、人の気配がする……。どうしよう、すごく怖い。

　背中に流れる汗を感じながら、動けずに相手の様子をうかがう。下手に動いて暴れたりしたら、何をされるかわからない。

「……美知」

　え……？

　一瞬幻聴かと耳を疑った。聞き覚えのある低い声がして……でも、本当なの？　私の聞き間違いじゃ……？　と信じられない。

　黙ったままの私に近づき、そっと頬を撫でられる。その瞬間、懐かしい香りがして、確信に変わった。

「ジェリー……？」

　小さな声で彼の名前を呼んでみる。

「一人で寂しかっただろう？　もう大丈夫だ」

　その言葉を聞いて、私は布団をはねとばし起き上がった。

　目の前には、ずっと待っていた愛しい人がいる。この瞬間をどれだけ待ち望んでいたことか……。

　私は何度も彼の名前を呼んで、目の前のジェリーに抱きついた。

「そんなに俺に会いたかったのか。美知は本当にかわいい奴だ」

「ジェリー、会いたかったよ……！」

「美知を迎えにきた」

　窓から差し込む月明かりに照らされた銀色の髪が輝いているジェリー。ため息がでるほど端正な顔立ちで青い瞳が私をまっすぐ見つめている。

「俺の子供を宿したのだろう？　美知の身体は妊娠したことによって変化を遂げた。イデアエル星でも暮らしていける身体になったんだ」

「ほん、と……？」

「ああ」

　妊娠してからというもの、体温調節がうまくできなくなって、もうすぐ初夏だというのに冬のように寒いと感じていたし、熱湯じゃないと冷たいと感じるようになっていた。

　これがイデアエル星の人と同じになったってことなの？

「セックスとディングレット、両方しておいてよかった……。もしかしたら妊娠するかもしれないと思っていたけれど、異星人同士の妊娠の前例がないからわからなかった。けれど、俺の子供ができたのであれば一緒にイデアエル星で暮らしていける。もう離れ離れでいる必要はないんだ。美知、一緒にイデアエル星に行こう。そして俺の妻になるんだ」

「うん……！」

　ジェリーに強く抱きしめられて、嬉しくて涙が止まらない。頬を流れる熱い涙はとめどなく溢れていく。

　まさか宇宙人の彼とこんな風に愛し合えるなんて思わなかった。

　空を越えて、星を越えて、宇宙の彼方。きっと彼の生まれた星を見て、また胸をときめかせる。

　私たち、きっと宇宙一幸せな二人になれる――。

　これから起きるステキなことに胸を高ぶらせながら、彼のぬくもりを感じてたくさんの奇跡と運命に感謝した。
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